
公の施設の指定管理者の指定議案関係資料
（議案第１９１号～第１９９号）

　令和４年第５回都城市議会定例会（１２月）



 



191 都城市リサイクルプラザ 真栄産業株式会社 1

都城市東霧島多目的集会所

都城市前田多目的集会所

都城市縄瀬多目的集会所

都城市大牟田多目的集会所

都城市笛水多目的集会所

都城市江平農村環境改善センター

高崎江平市民広場

高崎縄瀬市民広場

高崎前田市民広場

高崎東霧島市民広場

高崎示野原市民広場

193 都城市公設地方卸売市場 株式会社都城公設卸売市場 37

194 早水公園体育文化センター ＮＰＯ法人都城ぼんちスポーツクラブ 49

山之口運動公園

都城運動公園

196 都城市南部ふれあい広場 都城市南部ふれあい広場管理運営委員会 125

都城市立図書館

都城市立高城図書館

198 都城市子育て世代活動支援センター 社会福祉法人善隣館福祉会 163

都城市未来創造ステーション

都城市まちなか広場

都城市まちなか交流センター

都城市中央バス待合所

都城市中心市街地中核施設附帯駐車場

ＭＡＬコンソーシアム

頁

197

199

195 一般社団法人都城市スポーツコミッション

都城まちづくり株式会社 181

都城市高崎地区まちづくり協議会192 29

目　　　次

公の施設の名称 指定管理者候補者の名称
議案
番号

63

135



 



   環境森林部 環境施設課 

 

都城市リサイクルプラザ施設指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市リサイクルプラザの指定管理者については、次のとおり候補となる団体を公

募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和４年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    真栄産業株式会社 

 （２）代表者名 

    代表取締役 堀之内 真司 

 （３）所在地 

    都城市神之山町４８２４番地 

 （４）設立年月日 

    昭和４９年８月２２日 

 （５）従業員数 

    ９５名 

 （６）業務内容 

    一般廃棄物並びに産業廃棄物収集運搬並びに処理業 

    貨物自動車運送業 

    砂利、砂、玉石、栗石の採取並びに販売業 

    セメントおよび土木建築工事用資材の販売業 

土木工事業、建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業、管工事業 

鋼構造物工事業、舗装工事業、造園工事業、水道施設工事業 他 

 

２．指定期間 

  令和５年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市リサイクルプラザ 

（都城市下水流町４０２８ 

番地１１） 

 敷地面積：４１，６６７㎡ 

 延床面積：１２，３６６㎡   

 

 （２）業務概要 
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   ①リサイクルプラザ運転管理業務 

   ②リサイクルプラザ保守点検管理等業務 

   ③運搬等業務 

   ④リサイクルプラザ管理工房展示棟の企画運営等に関する業務 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    １団体 

 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和４年６月１０日           第１回選定委員会開催 

令和４年６月１５日～令和４年７月１４日 募集（広報都城６月号、市ホー

ムペ―ジに掲載） 

    令和４年７月２１日           申請書類受付 

   ～令和４年８月１０日 

    令和４年１０月１１日          第２回選定委員会開催、書類審

査・面接審査 

    令和４年１０月１２日          選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

行政書士      １人 

環境専門家      １人 

施設利用者代表      １人 

市課長職      ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和４年６月１０日及び１０月１１日に都城市指定管理者候補者選定委員

会において、書類審査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・

選考（総合得点方式）を行った結果、以下の理由で真栄産業株式会社が指定管

理者として適正であると判断しました。 

  

「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

・施設の設置目的を理解した、団体としての明確な運営方針が示されているこ
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と。 
・資源の有効利用の観点から、リユース品の販売に力を入れており、結果とし

てゴミ減量が見込まれること。 
・市民への啓発活動にも積極的に取り組んでいること。 
・相談窓口などクレーム処理への対応が構築されていること。 

 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

・自転車等の専門的技術者も配置し、安全に配慮しながらリサイクルを実施し

ていること。 
・ラジオ番組に毎週出演するなど広報活動を行っていること。 

 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

 ・実績を踏まえた提案となっており、経費配分が具体的に明示してあること。 
 ・業務の効率化が図られるような労務管理をされていること。 

 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

・実態を踏まえた人員体制の提案となっており、また社員教育（研修）を積極

的に行うことで、利用者への接遇向上に努めていること。 

 

「選定基準５ 地域に貢献する取組が確保されていること」 

・環境まつり等を開催し、地域と交流・連携を深めていること。 

 

「選定基準６ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

・国際規格 ISO14001、ISO45001 に基づく環境マネジメントに対する取組が

明示されていること。 
   ・他市県施設の視察を通して、職務に活かす姿勢があること。 
 

 （４）選定委員会における主な意見 

  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、施設の特性を考慮し、今後新型コロナウイルス感染症

の感染拡大も落ち着くと思われるため、これからの利用の促進及びサービス

利便性の維持向上に関する項目に重点的に配点を行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

   ・今後の管理・運営については、これまでの実績を含め、実態を踏まえた人員

体制での安定的な運営が見込まれる提案である。 

   ・市民への啓発活動の一環として、独自でラジオの出演等を含め、今後の広報

活動の取組に期待が出来る。 

   ・接遇や再利用の考えを組織的に社員への研修・教育の実施に力を入れている

状況を感じられる。 

   ・地域交流の促進において、環境まつり等を実施し地域の方々と交流を深める
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提案がある。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 

選定基準 配点 

採点結果 

審査項目 
一人当たり

の配点 
審査内容 真栄産業 

株式会社 

１．市民の平等な利用

が確保されること 
１７５ １４２．６ 

管理運営方針等 

 

１８ 

 

・市の管理方針の認識 

・施設の設置目的である廃棄物の減量と資源の有効

利用の考え方 

・申請団体の経営モラル 

・環境に配慮した取り組み 

平等利用 ７ 
・利用申込等が平等な利用を確保する提案 

・当該施設に係る相談や苦情等への対応の考え方 

２．事業計画の内容が

施設の効用を最大限

に発揮するものであ

ること 

２６６ １９３．６ 

利用の促進 ２１ 

・啓発施設の管理運営及び展示物の有効利用の提案 

・廃棄物の減量及び資源の有効利用に関する情報収

集及び体験学習等についての提案 

・リサイクル工房の有効活用の提案 

・不用品の再生計画及び再生品の販売計画の提案 

・利用者増のための広報、PR 対策 

サービス、利便

性の維持向上 
７ 

・利用者サービス・利便性の維持向上に関する提案 

・施設の維持管理、安全管理の内容 

・施設の設備、機能等の有効活用の提案 

・適切な利用料金及び利用料金収入の提案 

３．経済的な管理運営

が図られ、経費配分が

適正であること 

６３ ４４．４ 経費配分 ９ 

・指定管理料の提案額（収支予算書） 

・具体的な管理業務の効率化の提案 

・適正な経費配分の考え方、提案 
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４．事業計画に沿った

管理を安定的に行う

物的能力及び人的能

力を有していること 

２５９ １９７ 

物的能力 ２４ 

・収支計画の積算根拠の明確性（収支予算書） 

・収支計画と事業計画の整合性（収支予算書・事業

計画書） 

・直近３年間における類似施設の良好な運営実績

（主要業務実績） 

・安定した運営が可能な申請団体の財務状況（貸借

対照表・損益計算書） 

人的能力 １３ 

・組織体制、勤務体制、責任体制 

・利用者の指導 

・職員の指導育成、研修体制 

・個人情報保護、情報公開及び労働法令等の認識 

５．地域に貢献する取

り組みが確保されて

いること 

１１２ ９５．２ 地域貢献 １６ 

・都城市内に本店を有するか。 

・地域雇用の考え方が示されているか。 

・関係団体や地域住民との連携、交流の提案 

６．その他、公の施設

を管理させるに当た

り必要な基準 

１０５ ８７．４ 法令順守等 １５ 

・施設管理に必要な基準等の理解度 

・法令順守についての考え方 

・法令順守に関する取り組み 

合計 ９８０ ７６０．２  １４０  

〈参考〉：提案金額 

（単位：千円） 
９３，１１２千円 （令和５年度） 

  

※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。 
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   地域振興部 高崎地域生活課 

 

都城市東霧島多目的集会所外１０施設指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市東霧島多目的集会所外１０施設の指定管理者については、次のとおり候補と

なる団体を非公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和４年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    都城市高崎地区まちづくり協議会 

 （２）代表者名 

    会長 鶴田 輝夫 

 （３）所在地 

    都城市高崎町大牟田１１５０番地１ 

 （４）設立年月日 

    平成２６年３月２６日 

 （５）従業員数 

    ８４名 

 （６）業務内容 

    ①まちづくり部会：地域振興などに関する業務 

            ：自治公民館との調整、連携及び行政との連携、情報交換 

             に関する業務 

    ②環境・安全部会：環境美化、リサイクルの推進、地区内の環境整備に関す

る業務 

            ：防犯、防災、交通安全、見守り活動など住民の安全安心

確保などに関する業務 

    ③健康福祉部会 ：高齢者・障害者福祉、子育て支援、健康づくり、食生活

改善、ボランティア交流など地域福祉の推進などに関す

る業務 

    ④青少年育成部会：青少年育成、生涯学習の推進、社会教育の振興、伝統文

化の継承など教育及び文化振興などに関する業務 

    ⑤産業部会   ：地域振興、産業振興、観光振興、各イベントなどに関す

る業務 

    ⑥受託業務    ：都城市東霧島多目的集会所外１０施設指定管理業務（相

手方：都城市） 

              旧町営住宅用地（駅西側）草刈業務（相手方：都城市土
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地開発公社） 

 

２．指定期間 

  令和５年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要    

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市東霧島多目的集会所 

（都城市高崎町東霧島７５７番地１） 

敷地面積：  ３,１９３．００㎡ 

延床面積：    ４７０．５４㎡ 

都城市前田多目的集会所 

（都城市高崎町前田２３３０番地１） 

敷地面積： ２,７５９．０４㎡ 

延床面積：   ２７０．００㎡ 

都城市縄瀬多目的集会所 

（都城市高崎町縄瀬１８２３番地３） 

敷地面積：  ３,４８０．８６㎡ 

延床面積：    ３４９．１３㎡ 

都城市大牟田多目的集会所 

（都城市高崎町大牟田５８５番地１） 

敷地面積： ２,６２１．６３㎡ 

延床面積：   ２００．００㎡ 

都城市笛水多目的集会所 

（都城市高崎町笛水３１２番地） 

敷地面積：    ５００．００㎡ 

延床面積：    ２５７．００㎡ 

都城市江平農村環境改善センター 

（都城市高崎町江平２３２９番地９） 

敷地面積：  ６,７６３．９５㎡ 

延床面積：    ９７１．２８㎡ 

高崎江平市民広場 

（都城市高崎町江平２３２９番地３） 

敷地面積：１２，００３．００㎡ 

トイレ棟：    ５８．８８㎡ 

高崎縄瀬市民広場 

（都城市高崎町縄瀬１８４９番地７） 

敷地面積：１７，９１３．１４㎡ 

トイレ棟：    ５８．３９㎡ 

高崎前田市民広場 

（都城市高崎町前田２８１５番地） 

敷地面積：  ９,９１７．００㎡ 

トイレ棟：    ３０．００㎡ 

高崎東霧島市民広場 

（都城市高崎町東霧島９６０番地１） 

敷地面積：１４，７７９．００㎡ 

トイレ棟：    ３５．８８㎡ 

高崎示野原市民広場 

（都城市高崎町大牟田４２７７番地） 

敷地面積：１０，９６７．００㎡ 

トイレ棟：    ３２．２４㎡ 

 

 （２）業務概要 

    ①管理施設の利用許可、利用許可の取消し等、利用の制限及び原状回復に関 

     すること 

    ②利用料の徴収に関すること 

    ③施設等の維持及び小規模修繕に関すること 

    ④施設等の管理及び運営に関する業務のうち、市長のみの権限に属する事務 

     を除く業務に関すること 
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４．事業計画の概要 

 （１）市民の平等な利用に関すること 

   ・高崎地区内集会施設及び市民広場は、地域密着型の集会及び学習施設やスポ

ーツ施設として整備され、地区住民に活発に利用されていることから、住民

自治意識の向上、地域協働の推進等を基本方針として管理運営を行う。 

・市民広場については利用調整会議を毎月開催し、利用者間の調整を図る。 

・利用者から施設に係る相談や苦情等を受け付ける体制を整え、重要な案件に

ついては内部協議を行い、市（高崎地域生活課）と連絡を取りながらその解

決に当たる。 

・環境配慮への取組として、不要な電気は消すことを徹底するなど、消費電力

の節約に取組む。 

 

（２）施設効用の発揮に関すること 

・ 地域密着型の集会施設及びレクリエーションや健康増進のための施設として、

地区の各種団体や社会教育関係団体、利用者と連携を図り、利用者主体のサ

ービスの提供に努める。 

・各地域に鍵管理者を設置し、いつでも鍵の受け取りや利用申請の受付ができ

るよう利用者のニーズに的確に応えるとともに、施設内外の清掃を確実に行

い、清潔で安全・快適な環境の場を創出することで利用者の増加を図る。 

・休館日、開館時間、利用料金については、当面は現在と同一とする。 

  

（３）経済的な管理運営に関すること 

・利用者に、節電、節水など施設利用に関しての協力依頼をすることにより、

光熱水費や修繕費等の削減を図る。 

・電気や水道蛇口等の点検等を確実に行うことで無駄な経費が発生しないよう

努める。 

・定期的な清掃や小規模修繕等の維持管理を各地域で選任した管理者が行うこ

とにより、利用者の要望等に対して迅速かつ効率的な対応を行うことができ

る。 

  

（４）安定的な施設の管理運営に関すること 

・管理運営に必要な人員体制を整えている。 

・事務局と地域の施設管理者等の情報交換会及び研修会を定期的に実施し、課

題等の情報共有と課題解決を図る。 

・高崎地区自治公民館連絡協議会など地元関係団体と協力して、円滑な施設利

用を図る。 

・緊急時の連絡網を整備し、緊急時には迅速に市（高崎地域生活課）と連携で

きる体制を整える。 

-31-



・施設管理運営の実施によって知り得た個人情報の漏洩、滅失、損傷等の事故

防止や個人情報の適切な管理を行う。 

  

（５）地域に貢献する取り組みの確保に関すること 

・高崎総合支所２階に事務局を設置し、高崎地区内の各種団体及び個人で構成

されている。 

・施設管理者及び草刈業務従事者ともに地域住民から選任し、地域役員と連携

を図りながら地域協働の推進に努める。 

 

（６）その他、公の施設を管理するに当たり必要な基準に関すること 

・各施設の管理者には、各地域役員との情報交換を随時行うよう指導をし、要

望を取り入れて地域住民が満足できる施設の管理運営を行っていく。また、

市民広場においては、各地域及び各種団体等の行事を確認しながら効率的に

草刈等を行うよう指導をし、行事がスムーズに実施できるよう取り組む。 

  

（７）公の施設を管理するに当たりアピールしたいこと 

・高崎地区まちづくり協議会は、高崎地区のまちづくりを推進することを目的

とし、高崎地区内の各種団体及び個人により構成している。東霧島多目的集

会所外１０施設は、各地域に密着した施設として地域の交流の拠点、健康増

進の施設として利用されていることから、当協議会で地域を取りまとめ、地

域の人材を活用することで、効率的な管理運営を行うことができる。 

また、利用者のニーズに的確に対応するとともに、地域住民自らが管理に

携わることで協働のまちづくりを推進していく。 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

    当該施設は、住民の健康増進及び地域交流の拠点となる地域密着型の施設と

して、地域住民に活発に利用されており、住民自治意識の向上、地域協働の推

進等が期待でき、かつ、その受け皿となるべき団体がこの地域に当該団体しか

存在しないため。 

 

 （２）申請書類の審査結果 

   ・市民の平等な利用の確保について 

    市民からの相談や調整を行う事により、施設の適切利用の推進・指導等、利

用者の意識向上を図れるとともに、市民への平等な利用推進が期待できる。 

 

   ・施設の効用の最大限の発揮について 

    市民の健康活動や学習活動等、利用者主体の迅速なサービスの提供が期待で
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きる。 

   ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 

    地元の様々な業種の人材力が発揮され、より効率的かつ経済的に適切な管理

が期待できる。 

 

   ・地域に貢献する取組の確保について 

高崎地区内の各種団体及び個人で構成され、施設管理者及び草刈業務従事者

ともに地域住民から選任し、地域役員と連携を図りながら地域協働が期待でき

る。 

 

   ・管理運営能力について 

    公の施設を管理するに当たり、地元から適切な人材が確保されており、情報

交換会や研修会を実施される事により、さらに充実した管理運営が期待できる。 
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1－1  （主要業務実績）  

 

申 請 団 体 名     都 城 市 高 崎 地 区 まちづくり協 議 会  

希 望 する施 設 名  都 城 市 東 霧 島 多 目 的 集 会 所 外 10 施 設 
 

主 要 業 務 実 績 
 

年  度  
業  務  名  

（施 設 名 称 等 ） 

業   務   内   容  

（業 務 概 要 ・発 注 者 等 ） 
受 注 額 （円 ） 

令 和   

元 年 度  

前 田 市 民 広 場 外 2 市 民 広

場 管 理 業 務 委 託  

業 務 概 要 :市 民 広 場 ３ 箇

所 草 刈 り等 の管 理   

発 注 者 ;都 城 市  

1,167,907 円  

 

旧 町 営 住 宅 用 地 (駅 西 側 )

草 刈 業 務 委 託  

業 務 概 要 :新 田 駅 前 広 場 の草

刈 り等 の管 理  

発 注 者 ;都 城 市 土 地 開 発 公 社  

77,176 円  

令 和    

2 年 度  

都 城 市 東 霧 島 多 目 的 集 会

所 外 10 施 設 の管 理 運 営 業

務  

業 務 概 要 :清 掃 、 保 守 点

検 、 管 理 (施 設 貸 出 業 務

全 般 ) 

発 注 者 ;都 城 市  

13,263,000 円  

 

旧 町 営 住 宅 用 地 (駅 西 側 )

草 刈 業 務 委 託  

業 務 概 要 :新 田 駅 前 広 場 の草

刈 り等 の管 理  

発 注 者 ;都 城 市 土 地 開 発 公 社  

79,156 円  

令 和    

3 年 度  

都 城 市 東 霧 島 多 目 的 集 会

所 外 10 施 設 の管 理 運 営 業

務  

業 務 概 要 :清 掃 、 保 守 点

検 、 管 理 (施 設 貸 出 業 務

全 般 ) 

発 注 者 ;都 城 市  

13,263,000 円  

 

旧 町 営 住 宅 用 地 (駅 西 側 )

草 刈 業 務 委 託  

業 務 概 要 :新 田 駅 前 広 場 の草

刈 り等 の管 理  

発 注 者 ;都 城 市 土 地 開 発 公 社  

79,156 円  

 

  
 

 

   

 

  
 

 

   

（備 考 ） 

※ 過 去 ３年 間 の主 要 実 績 業 務 について記 入 してください。 

（同 様 の施 設 管 理 実 績 がある場 合 は、これを優 先 して記 入 してください。） 

※ 業 務 内 容 欄 には、業 務 の概 要 、発 注 者 等 について可 能 な限 り詳 細 に記 入 してくださ

い。 

※ その他 、申 請 団 体 の概 要 がわかる資 料 がある場 合 は、添 付 してください。 
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（収入）

目 費   　目 当初予算額 収入済額 予算差額 摘　　要

繰
越

前年度繰越金 3,307,568 3,307,568 0

指定管理料 13,263,000 13,263,000 0

利用料金 190,000 82,300 -107,700

受取利息 1,000 40 -960

預り金 10,000 6,223 -3,777

小計 13,464,000 13,351,563 -112,437

16,771,568 16,659,131 -112,437

（支出）
目 費目 当初予算額 支出済額 予算差額 摘　　要

雇用保険料 50,000 40,371 9,629
社会保険料 0 0 0
労災保険料 6,000 0 6,000

小計 56,000 40,371 15,629
給料(職員分) 7,154,000 6,986,100 167,900
賃金(臨時・パート分)
清掃費
草刈除草費

小計 7,154,000 6,986,100 167,900
報酬費 600,000 369,300 230,700

小計 600,000 369,300 230,700
消耗品費 280,000 279,357 643
燃料費 127,000 90,523 36,477
光熱水費 2,000,000 1,718,291 281,709
修繕費 385,000 244,424 140,576

小計 2,792,000 2,332,595 459,405
通信運搬費 210,000 200,233 9,767
手数料 100,000 96,344 3,656
保険料 500,000 404,660 95,340

小計 810,000 701,237 108,763
委託料 1,500,000 1,349,722 150,278

小計 1,500,000 1,349,722 150,278
使用料及び賃借料 90,000 77,500 12,500
備品購入費 1,000,000 729,900 270,100

小計 1,090,000 807,400 282,600
租税公課費 450,000 10,200 439,800
雑費 50,000 0 50,000
研修費 150,000 59,000 91,000
自主事業費（作業用） 600,000 302,500 297,500
自主事業費（部会用） 500,000 90,000 410,000
予備費
(乗用芝刈機購入予定） 1,019,568 0 1,019,568

小計 2,769,568 461,700 2,307,868

16,771,568 13,048,425 3,723,143

令和３年度　都城市高崎地区まちづくり協議会（指定管理）収支決算書

計

役
務
費

委
託
料

使
用
料

そ
の
他

今
年
度

計

共
済
費

人
件
費

報
償
費

需
用
費
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   農政部 農政課 

 

都城市公設地方卸売市場施設指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市公設地方卸売市場施設の指定管理者については、次のとおり候補となる団体

を非公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和４年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    株式会社都城公設卸売市場 

 （２）代表者名 

    代表取締役 松尾 浩次 

 （３）所在地 

    都城市志比田町５５７１番地１ 

 （４）設立年月日 

    平成２１年５月２０日 

 （５）従業員数 

    ３名 

 （６）業務内容 

    市場施設の管理運営 

 

２．指定期間 

  令和５年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市公設地方卸売市場 

（都城市志比田町５５７１番

地１） 

 都城市公設地方卸売市場施設一式 

 敷地面積：９１，８８１㎡ 

 延床面積：１７，３０７．６９㎡ 

 鉄筋コンクリート 鉄骨構造 

 

 （２）業務概要 

    市場施設の管理運営 
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４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

   公設市場の管理運営に関し専門的かつ高度な技術、ノウハウ等を有しているこ

と及び関係団体との連携を図りながら利用しやすい環境づくりに努めることが可

能であるため。 

 

 （２）申請書類の審査結果 

  ・市民の平等な利用の確保について 

 公設市場の管理運営方針及び設置目的を認識し、施設を常に善良な状態に保ち、

出荷者、卸売業者、仲卸業者、買受人等の市場施設利用者が等しく施設を利用す

るための中立中正な体制づくりを図ることができる。 

  ・施設の効用の発揮について 

 出荷者や食品小売業者の利用を促進するための流通の仕組みを熟知しており、

市場内の関係団体との連携を図りながら利用しやすい環境づくりに努めること

ができる。また、都城圏域の生鮮食料品を取り扱う施設として市場を常に良好に

保ちながら管理運営業務のコスト縮減に努め、施設利用者の状況に応じた利用料

の引き下げに取り組むことができる。 

  ・経済的な管理運営について 

 日常的な施設の点検による修繕箇所の早期発見や大規模修繕に至らないよう

に設備維持や保守作業、光熱水費等の日常的な節約に努めるなど、経済的な管理

運営ができる。 

・安定的な施設の管理運営について 

 公設市場の業務を熟知し、卸売業者、仲卸業者、買受人、関連事業者等との連

携を図る十分な能力があり、市場業務及び市民サービス業務に精通した者を雇用

し、就業規則・勤務体制・責任体制の確立も図られている。 

  ・地域への貢献について 

   地元の小中高生や幼児等の市場見学を積極的に受け入れており、地域に貢献す

る取組をしている。また、市場まつり（令和２年及び令和３年は中止）等により、

市場を一般開放することで、市場で取扱う生鮮食料品等を知ってもらうなど、地

域の方に市場の理解を深める取組をしている。 

  ・公の施設を管理するに当たり必要な基準について 

 平成２２年度から現在までの指定管理業務実績があり、非常に良好な管理運営

がなされ、経営状況も良好である。また、一般開放している市場の駅の利用者増

に繋げるため、ホームページやＳＮＳ等での情報発信を行い市場の活性化対策に

も努めている。 
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   商工観光部 スポーツ政策課 

 

都城市早水公園体育文化センター指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市早水公園体育文化センターの指定管理者については、次のとおり候補となる

団体を公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和４年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    ＮＰＯ法人都城ぼんちスポーツクラブ 

 （２）代表者名 

    理事長 星原 透 

 （３）所在地 

    都城市高城町穂満坊２４９２番地 

 （４）設立年月日 

    平成１９年２月２８日（平成２２年１０月２９日ＮＰＯ法人格取得） 

 （５）従業員数 

    ４２名 

 （６）業務内容 

    ①各種スポーツ教室、スポーツサークルに関する事業 

    ②各種スポーツ大会、スポーツイベントに関する事業 

    ③各種スポーツ研修会、講習会に関する事業 

    ④スポーツ指導者の育成、派遣事業  

    ⑤スポーツ及び健康増進活動の企画、運営受託事業 

    ⑥主にスポーツに関する情報収集及び提供 

    ⑦公共スポーツ施設の管理委託業務 

    ⑧学術、文化、芸術の振興を図るための事業 

    ⑨その他、本法人の目的達成のために必要な事業 

 

２．指定期間 

  令和５年４月１日 ～ 令和８年３月３１日（３年間） 

 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市早水公園体育文化センター ①アリーナ文化棟 
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（都城市早水町３８６７番地） ○床面積：６６５１．３３㎡ 

○規模：バレーコート３面、バスケットコート

２面 

②サブアリーナ 

○床面積：１６１６．８２㎡ 

○規模：バレーコート３面、バスケットコート

２面 

③武道場 

○床面積：１００９．１６㎡ 

○規模：柔道６面、剣道・空手４面 

④弓道場 

○床面積：２１９９．７７㎡ 

○規模：近的１２人立 遠的９人立 

⑤多目的室 

○床面積：３２６．７３㎡ 

○規模：空手１面、レスリング１面 

 

 （２）業務概要 

①施設の運営に関すること 

②施設の維持管理に関すること 

③施設の安全管理に関すること 

④報告業務 

 

４．事業計画の概要 

 （１）市民の平等な利用が確保されること 

  ①管理運営方針等 

   ・利用者目線に立ったサービス向上を図る。 

   ・安全安心で快適な施設環境を提供する。 

   ・条例、法令等を遵守し、公平、適切な管理運営に努める。 

   ・公の施設として、公平・平等な管理運営を行う。 

   ・効果的かつ効率的な管理運営による経費節減に努める。 

   ・市民及びスポーツ団体等との連携を図る。 

   ・利用促進のための魅力的な事業を実施する。 

   ・利用者等の個人情報は厳重に管理する。 

 

  ②平等利用 

   ・職員の接遇研修を実施し、分け隔てのない対応を行う。 

   ・職員および施設間において情報共有し、サービスの均一性を図る。 

   ・ＨＰ、広報、チラシ等を活用して利用者募集等を発信する。 
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 （２）事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであること 

  ①利用の促進 

   ・利用者満足度に関するアンケートを実施し、集計分析を行い利用者増に向け

た対策を講じる。 

   ・１１３０運動を推進するため、健康づくりがテーマの「ニュースポーツ体験」

を実施する。 

   ・人を引き付ける事業（キッズスポーツ教室、チャレンジスポーツ教室、親子

ビクス教室）を実施する。 

   ・各種競技団体と連携した大会を主催し、競技力向上と競技人口の拡大を図る。 

 

  ②サービス・利便性の維持向上 

   ・大会やイベントにより、開館時間外の利用申請があった場合は、利用者優先

で柔軟に対応する。 

   ・初めて利用する方には、施設設備や利用方法等について丁寧に説明する。特

にトレーニングルーム機器の使用方法については安全な使用のために丁寧

に説明する。 

   ・施設・設備管理業務は、仕様書に定められた業務を確実に実施するため、必

要な知識及び技能を有するものを配置して実施する。有資格者の配置や業務

委託でも対応する。 

   ・本施設一括管理の相乗効果が発揮できる、施設連携の大会、合宿及びキャン

プ等のイベントを誘致する。 

   ・施設の特性を活かしたスポーツ教室（キッズスポーツ教室、親子ビクス教室）、

サークル活動（貯筋トレーニング）、イベント活動（キッズ大運動会、ミニ

バレー大会、ニュースポーツ体験会、新春バドミントン大会）等の自主事業

を実施する。 

 

 （３）経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること 

  ①経費節減 

   ・光熱水費は類似施設との比較によるエネルギーコストの分析評価を行い経費

削減策を講じる。 

   ・修繕技能のある職員による軽微な修繕や部品交換を実施する。 

   ・ごみ回収や電話契約などを一括長期契約する。 

  

（４）事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を有しているこ 

    と 

  ①物的能力 

   ・類似施設管理実績として、都城ぼんちスポーツクラブは、高城運動公園（体

育館、野球場、多目的広場、テニスコート、屋内競技場等）や高城勤労青少

年ホーム、石山体育センター、高城農村環境改善センター及び山之口運動公
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園の管理実績がある。 

 

  ②人的能力 

   ・施設管理専門員の配置について、有資格者として、公認上級スポーツ施設管

理士、公認スポーツ施設管理士、公認スポーツ施設運営士が在籍している。 

   ・体育指導専門員の配置について、有資格者として、中学校教諭１種・高等学

校教諭１種１名、健康運動指導士１名、ジュニアスポーツ指導員１名、公認

クラブマネージャー１名、陸上競技コーチ１名等多様な有資格者が在籍して

いる。 

   

 （５）地域に貢献する取組が確保されていること 

  ①地域貢献 

   ・NPO 法人都城ぼんちスポーツクラブは市内を拠点に活動している総合型地域

スポーツクラブで、現在は高城町に事務所を置き、高城・山之口を拠点に事

業を実施している。 

   ・ほとんどの職員を地元雇用している。 

   ・これまで築いてきたネットワークを活かし事業展開し地域に貢献している。 

   ・スポーツキャンプ誘致を通じ、肉と焼酎のまち都城を全国にアピールする。 

 

 （６）その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準 

  ①地域活性化の企画・提案 

   ・各世代（子ども、働き世代、高齢者）向けイベント、プログラムを充実する。 

   ・市民交流の大会、イベントを充実する。 

   ・ＦＣ東京にクラブアドバイザーに就任していただいたことをきっかけとして、

今後もトップアスリートによるスクール等の開催を実施する。 

   ・ツエーゲン金沢や栃木ＳＣのＪ２チーム、ラグビートップリーグの神戸製鋼

スティラーズ、シオノギ製薬女子ソフトボールチームとの交流をさらに深め、

指導者派遣事業等を行うことにより地域活性化に寄与する。 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    ２団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和４年６月１７日          第１回選定委員会開催 

令和４年７月２７日～令和４年８月８日 募集（広報都城６月号、市ホーム

ページへの掲載） 

    令和４年７月２２日          現地説明会 

    令和４年８月８日           申請書類受付 

    令和４年９月１４日          第２回選定委員会開催、書類審
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査・面接審査 

    令和４年９月３０日          選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

司法書士      １人 

市スポーツ推進委員 １人 

施設利用者代表      １人 

市課長職 ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和４年９月１４日に都城市指定管理者候補者選定委員会において、書類審

査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・選考（総合得点方

式）を行った結果、以下の理由でＮＰＯ法人都城ぼんちスポーツクラブが指定

管理者として適正であると判断しました。 

  

「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

・運営実績に基づくクレーム対応等の接遇マニュアルが整備されており、定期

的に職員研修を実施していること。 
・情報共有を行い、業務改善等に努める体制が構築されていること。 
・年間、毎月の利用調整をおこなっており、高齢者にも利用しやすいこと。 

 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

・今までに築いてきた関係機関とのネットワークに加えて、新設された都城ス

ポーツコミッションとも連携が図られているなど、ネットワークを有効に活

用した管理運営が期待できること。 
 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

・施設の実態に基づいた提案がされているとともに、複数施設を管理している

ことで共同利用や消耗品の一括購入による経費削減が期待できること。 
 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

・複数の体育施設を管理するなどスポーツ施設の管理・運営の実績が豊富にあ

り、幅広い人材がいるため、利用者への充実した指導・育成が期待でき、地

域団体との連携も具体的な提案がされていること。 
 

「選定基準５ 地域に貢献する取り組みが確保されていること」 

・地域雇用の創出が示されていることや、スポーツを通じて子どもたちの人間
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形成を支援する取組が具体的に提案されていること。 
 

「選定基準６ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

・健康長寿のまちを目指す取組が子どもから高齢者まで具体的に提案されてお

り、トップアスリートによるスクール等の開催による、スポーツ振興及び地

域活性化の提案がされていること。 

 

 （４）選定委員会における主な意見 

  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、屋内外の拠点的体育施設として、体育施設における専

門的な知識・経験・実務・責任を備えているか、また、市民のスポーツ活動

の中心的役割を担う施設として、市内の各競技団体の競技力向上に資する取

組や、市民の意見を取り入れた施設管理、スポーツの普及・振興を推進する

積極的な自主事業の開催などが可能であるかという項目に重点的に配点を

行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

   ・他施設の管理実績に基づき、体育施設管理に必要な専門知識やノウハウを十

分備えており、安定的な管理が期待できる。 

・既に、体育施設管理に必要な資格だけでなく、それ以外にも多種多様な資格

を持つ職員を有しており、その他、接遇・救命・防災等、研修計画が具体的

に提示されており、今後益々質の高い事業の展開が見込まれる。 

   ・業務内容及び担当や、業務の分担、シフト案も具体的に提案されており、ト

ラブル時の対応や市との連携等もスムーズかつ迅速な運営が期待できる。 

   ・施設の規模等を活用して、これまで連携をしてきたトップアスリートによる

合宿やイベント等を実施することで都城市をＰＲする提案がされている。ま

た、連携実績のある実業団からの指導者派遣事業等の自主事業における提案

は、施設の利用者の増加等が見込まれ、地域活性化も期待できる。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 

選定基準 配点 

採点結果 

審査項目 

一人当

たり配

点 

審査内容 
団体Ａ 

NPO 法人都城ぼ

んちスポーツク

ラブ 

１．市民の平等

な利用が確保

されること 

168 114.2 127.2 

管理運営方針等 18 

市の管理方針を認識しているか。 

公の施設の設置目的を理解しているか。 

申請団体の経営モラルは適切か。 

環境に配慮した取り組みをしているか。 

平等利用 10 

利用申込等について平等な利用を確保する提案がされている

か。 

相談や苦情等の対応が提案されているか。 

２．事業計画の

内容が施設の

効用を最大限

に発揮するも

のであること 

252 162.4 188.8 

利用の促進 25 

住民ニーズに基づく利用者増の提案がされているか。 

利用者増のための広報・ＰＲ対策を提案しているか。 

市内の競技団体や学校、企業、行政との連携の提案がなされ

ているか。 

関係団体や地域住民との連携、協働の取り組みについての提

案がなされているか。 

サービス・利便

性の維持向上 
17 

利用者サービスの向上について提案がされているか。 

施設の維持管理、安全管理を的確に行えるか。 

施設の設備、機能等の有効活用について、提案がされている

か。 

適切な利用料金が提案されているか。 

災害時・避難所開設等の対応について 

-
5
5
-



 

３．経済的な管

理運営が図ら

れ、経費配分が

適正であるこ

と 

90 58 61.4 経費節減 15 

指定管理料はどれくらい節減が図られているか。 

具体的な管理業務の効率化が提案されているか。 

経費節減の考え方、提案がされているか。 

４．事業計画に

沿った管理を

安定的に行う

物的能力及び

人的能力を有

していること 

402 263.4 303.6 

物的能力 14 

安定した運営が可能な申請団体の財務状況か。 

類似施設を良好に運営した実績があるか。 

収支計画の積算根拠が明確で、実現可能なものか。 

収支計画と事業計画の整合性は図られているか。 

人的能力 53 

組織体制、勤務体制、責任体制が確立されているか。 

利用団体の指導及び育成支援の提案がされているか。 

拠点体育施設として、市民・体育関係団体・企業・行政との

連絡調整能力があるか。 

施設管理専門の職員の配置がされているか。 

体育指導専門の職員の配置がされているか。 

職員の指導育成、研修体制が提案されているか。 

個人情報保護、情報公開及び労働法令等について十分認識し

ているか。 

まちづくりへの熱意、申請団体（新規）の将来性、地域団体

や地域住民等との融合性、高齢者、障がい者雇用への配慮、

利用状況の把握 

地域体育団体、地域企業、住民等との融合性はあるか。 

-
5
6
-



 

５．地域に貢献

する取り組み

が確保されて

いるか 

90 72 72 地域貢献 15 

都城市内に本店等を有しているか。 

地域雇用の考え方 

地域に貢献する取り組みの提案 

６．その他、公

の施設を管理

させるに当た

り必要な基準 

78 54.6 65 
地域活性化の企

画・提案 
13 

施設を活用することにより、地域を活性化する企画・提案が

されているか。 

合計 1080 724.6 818  180  

〈参考〉：提案金額 

（単位：千円） 
57,139 57,000 （令和５年度） 

  ※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。 -
5
7
-
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商工観光部 スポーツ政策課 

 

都城市山之口運動公園及び都城運動公園施設指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市山之口運動公園及び都城運動公園施設の指定管理者については、次のとおり

候補となる団体を非公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和４年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    一般社団法人都城市スポーツコミッション 

 （２）代表者名 

    理事長 池田 宜永 

 （３）所在地 

    宮崎県都城市姫城町６街区 21号 

 （４）設立年月日 

    令和４年４月１日 

 （５）従業員数 

    ６名 

 （６）業務内容 

   ①スポーツ関連団体等の連携強化に関する事業 

②スポーツイベント等の実施に関する事業 

③スポーツイベント等の運営支援に関する事業 

④スポーツキャンプ等の誘致に関する事業 

⑤スポーツビジネスの創出に関する事業 

⑥市民のスポーツ参画誘導に関する事業 

⑦スポーツ拠点施設等の管理運営に関する事業 

⑧その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

２．指定期間 

  令和５年４月１日 ～ 令和８年３月３１日（３年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市山之口運動公園 

（都城市山之口町花木２３８ 

①体育館 

〇面積：１６２５．２㎡ 
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１番地４） 〇規模：バレーボール２面、ミニバレー６面 

②芝生広場 

〇面積：６４００㎡ 

〇規模：駐車場、トイレ、東屋等 

③公園区域及び公園予定区域 

〇面積：２４００００㎡ 

都城市都城運動公園 

（都城市妻ケ丘町４１街区及

び４２街区） 

①野球場 

○面積：１９７１８．９㎡ 

○規模：両翼９９ｍ センター１２２ｍ  

②陸上競技場 

○面積：２１４９０．９㎡ 

○規模：公認４種競技場４００ｍ ８レーン 

③庭球場 

○面積：８８００㎡ 

○規模：クレーコート４面、砂入り人工芝６面 

④多目的広場（健康広場） 

○規模：ゲートボール４面 

 

 （２）業務概要 

①施設の運営に関すること 

②施設の維持管理に関すること 

③施設の安全管理に関すること 

④報告業務 

 

４．事業計画の概要 

  （１）市民の平等な利用が確保されること 

   ①管理運営方針等 

   ・市民スポーツ団体のみならず、合宿団体等利用の機会を創出する。 

   ・良好な施設運営を行い、競技力向上に寄与する。 

   ・誰もが健康であるために、スポーツによる健康増進を推進する。 

   ・「ハブ機能」を活かした事業を実施し、スポーツによる地域活性化を図る。 

   ・デジタル技術を活用した新たなスポーツ振興にチャレンジする。 

   ・本市のあらゆるスポーツ施設との連携、スポーツ人材の育成を図る。 

 

   ②平等利用 

   ・高齢者や障がい者、妊婦や子どもなど配慮を必要とする利用者が、利用しや

すいサービスの提供に努める。 
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   ・利用者に気持ちよく利用いただけるよう、接遇など職員の質の向上を図る。 

   ・利用調整会議を実施し、公平な施設予約の機会を設けるとともに、施設情報

をＷｅｂサイト等で発信し、利用機会の均等化を図る。 

 

 （２）事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであること 

   ①利用の促進 

   ・各種スポーツ大会、自主事業、プロ等キャンプ情報など、ＳＮＳ等を活用し

た広報を行う。 

・市外の合宿団体等の利用を促進するため、合宿等の誘致活動を行い、各強豪

校等への施設案内や補助金紹介など、新しい顧客や利用の創出を促進する。 

・一般財団法人都城市スポーツ協会等との連携を図り、ハブ機能を活かした事

業の展開を行う。 

・各競技団体が実施するスポーツイベント等の支援を実施する。 

・本市の重要施策である事業に取り組み、地域の活性化に寄与する。 

・施設の更なる活用を見据え、スポーツツーリズムの事業を展開する。 

   ②サービス・利便性の維持向上 

・「また来たいと思える接遇」「施設の効果的な活用」「安心安全な空間提供」の

３つの活動を通して、サービスの向上に努める。 

・本施設でしか実施できないスポーツイベント等の際に、一般の利用者の方々

への代替施設提案を行うなど、市全体のスポーツ振興の観点から、優良のサ

ービス提供を行う。 

 

 （３）経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること 

   ①経費節減 

   ・業務の効率化、適正な人員配置、経費削減、自主事業等に努め、指定管理料

の節減に努める。 

   ・既存拠点施設に加え、今後整備予定の屋内競技場、陸上競技場等を含めた複

合施設を一体的に管理し、さらに本市の他のスポーツ拠点施設との連携によ

り、業務の効率化を図る。 

   ・ＷｅｂサイトやＳＮＳ、ラジオ、テレビ等を活用した情報発信や合宿キャン

プ誘致活動等を実施することで、利用料金の増を図る。 

  

（４）事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を有しているこ      

    と 

   ①物的能力 

   ・令和４年４月設立のため実績はありませんが、適正な管理運営をすべく、緻

密に積算し、明確かつ実現可能性の高い収支計画を策定 
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   ②人的能力 

   ・ベッドクォーター機能により円滑かつ適正な管理運営を実施する体制の確立 

・施設管理専門員の配置について、公認スポーツ施設管理士等の資格を有する

職員を配置する。 

  ・野球場、テニスコート、体育館、陸上競技場の管理に実務経験ある人材を配

置し、グラウンドキーパーとしての役割はもちろん、大会運営等のサポート

や助言ができる体制を整える。 

   

 （５）地域に貢献する取組が確保されていること 

   ①地域貢献 

・管理業務を遂行するだけでなく、地域の皆様に対しても親しみのある、癒し

のある施設にするため、日常業務における徹底した清掃活動や、適正な緑地

管理といった環境整備に取り組む。 

・安定した雇用の受け皿となる社会として「都城市に貢献したい」「スポーツに

携わりたい」などの希望を持った人材が、やりがいを持ち、安心して働ける

雇用の場を創出することで、スポーツによる地域活性化を図る。 

 

 （６）その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準 

   ・本施設のポテンシャルを活かし、これまで本市や関連団体が培ってきたイン

ナースポーツ戦略のブラッシュアップを図りつつ、アウター戦略を展開する

など「関係団体や市民の皆様と手を取りあい、掛け算で生まれる相乗効果」

をモットーに、これまでにないスポーツによる地域活性化事業を行う。 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

   本市は、地域のスポーツ関連組織・人材・取組をつなぐ役割（ハブ機能）を果

たしスポーツツーリズムの推進等だけでなく幅広く「スポーツによる地域振興」

を推進し、また、スポーツ拠点施設や特色ある観光資源を最大限活用し、競技大

会等のスポーツイベントの開催、キャンプ・合宿等の誘致等の事業を通じてスポ

ーツ機会を創出するために、スポーツ関連団体等の連携強化をマネジメントする

ことにより、スポーツの振興及び交流人口の拡大を図ることとしており、これら

を担うことを目的に令和４年に設立された都城市スポーツコミッションを、非公

募により候補者とすることで、スポーツ拠点施設を、市の施策に反映することが

できると考える。 

  

 （２）申請書類の審査結果 

  ①市民の平等な利用の確保について 

   ・法令の遵守と運用規定を基に、利用ルールやマニュアルを整備し、適正な管
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理運営が期待される。 

   ・高齢者や障がい者、妊婦や子どもなど配慮を必要とする利用者が、利用しや

すいサービス提供、また、接遇など職員の質の向上、利用しやすい施設内の

表示等、平等な利用の確保が期待される。 

   ・月１回の利用調整会議にて平等性を確保し、施設情報のＷｅｂ発信等で利用

機会の均等化が図られる。 

 

  ②施設の効用の最大限の発揮について 

   ・御意見箱の設置、電話や窓口、メールでの受付、アンケートを実施すること

で利用者の意見を幅広く徴取し、分析、検討、協議を行い業務改善として反

映する。 

   ・ＳＮＳやチラシ等を用いた広報活動に努め、市外の合宿団体等の利用を促進

するため施設案内や補助金紹介など、新しい顧客や利用の創出を促進する。 

   ・魅力的な事業を実施し、他スポーツ拠点施設と連携し、スポーツに様々な要

素を掛け合わせる「ハブ機能」としての役割を活かし、施設の魅力を最大限

に引き出すことに期待できる。 

 

  ③経済的な管理運営と適正な経費配分について 

   ・業務の効率化、適正な人員配置、経費削減、自主事業等に努め、指定管理料

の節減を図る。 

   ・水道光熱費、修繕費及び備品購入費の削減、点検コストの削減、消耗品の一

括購入と一元管理等を実施することで経費削減を行う。 

 

  ④地域に貢献する取組の確保について 

   ・日常業務における徹底した清掃活動や、適正な緑地管理を実施し、まちなか

の癒しの空間としても機能するような環境整備に取り組む。 

   ・一般財団法人都城市スポーツ協会や総合型地域スポーツクラブなどと連携を

図り、ハブ機能を活かした事業展開を行う事で、スポーツによる健康増進、

競技力向上を目的とし、誰もがスポーツの機会を享受できるような取組を行

う。 

 

   ⑤管理運営能力について 

   ・類似施設の運営実績はないが、本施設の設置目的を達成するために管理運営

に努めるとしている。 

   ・収支計画及び事業計画に関しては、明確かつ実現可能性の高い収支計画を策

定し、事業計画との整合性を確保している。事業実施においては、経費削減

等を実施し、より整合性の精度を高めることに努めるとしている。 

-67-



-68-



-69-



-70-



-71-



-72-



-73-



-74-



-75-



-76-



-77-



-78-



-79-



-80-



-81-



-82-



-83-



-84-



-85-



-86-



-87-



-88-



-89-



-90-



-91-



-92-



-93-



-94-



-95-



-96-



-97-



-98-



-99-



-100-



-101-



-102-



-103-



-104-



-105-



-106-



-107-



-108-



-109-



-110-



-111-



-112-



-113-



-114-



-115-



-116-



-117-



-118-



-119-



-120-



-121-



-122-



-123-



 

-124-



   環境森林部 環境施設課 

 

都城市南部ふれあい広場指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市南部ふれあい広場の指定管理者については、次のとおり候補となる団体を非

公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和４年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

  都城市南部ふれあい広場管理運営委員会 

 （２）代表者名    

会 長  瀬之口 学 

 （３）所在地     

都城市大岩田町５８１２番地７ 

 （４）設立年月日 

    平成３０年１０月２９日 

 （５）従業員数 

    ７名 

 （６）業務内容 

    都城市南部ふれあい広場指定管理業務 

 

２．指定期間 

  令和５年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市南部ふれあい広場 

（都城市大岩田町５８１２番地

７） 

 パークゴルフ場：１９，０３７㎡ 

 遊具健康広場 ： ４，２１６㎡ 

 多目的芝生広場：２０，７４６㎡ 

 サブコート  ： ３，２９７㎡ 

 花畑     ：２８，８３７㎡ 

 花壇     ：    ７０㎡ 

 管理棟    ：   ２５４㎡ 

 トイレ棟   ：    ３２㎡ 

 駐車場    ：１１，０２２㎡ 
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  ビニールハウス：   １００㎡ 

 法面     ： ２，８４３㎡ 

 

 （２）業務概要 

   ①管理施設の利用許可、行為の許可、利用許可の取消し等、利用禁止又は制限

及び原状回復に関する業務 

   ②利用料金の徴収、減免及び還付に関する業務 

   ③施設等の維持及び小規模修繕に関する業務 

   ④施設等の管理及び運営に関する業務のうち、市長のみの権限に属する事務を

除く業務 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

   地域密着型の施設であり、地域協働の観点からその受け皿となる団体がその地

域に当該団体しか存在しないため。 

 

 （２）申請書類の審査結果 

  ・市民の平等な利用の確保について 

   市の管理方針及び施設の目的を認識し、利用者からの申請を平等公平に受付し、

利用者間の調整を図ることを提案されている。 
 

  ・施設の効用の最大限の発揮について 

   自治公民館や各種団体等へ広報・ＰＲしながら利用者の増加に取り組むことを

提案されている。 
 

  ・経済的な管理運営と適正な経費配分について 

   節電・節水や草刈、除草作業等の管理業務を指定管理者が最小限の人数で行う

ことが提案されている。また、小規模修繕を指定管理者が行うことも提案されて

おり、いずれも経費削減が期待できる。 
 

  ・地域に貢献する取組の確保について 

   運営委員は地元住民で組織され、職員も地元住民を優先的に雇用されている。

また、地域交流イベントを計画するなど、地域に対しての貢献度が高い。 
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  ・管理運営能力について 

   指定管理者が地元の三自治公民館から構成されており、跡地利用の経緯や周辺

の環境を熟知していることから、地域一体となった地元愛に満ちた管理運営が期

待できる。緊急時の連絡体制も整えられており、管理責任者を中心とした安定的

な維持管理が期待できる。 
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   教育委員会 生涯学習課 

 

都城市立図書館及び都城市立高城図書館の指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市立図書館及び都城市立高城図書館の指定管理者については、次のとおり候補

となる団体を公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和４年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称  

    ＭＡＬコンソーシアム 

    ・代表団体 株式会社マナビノタネ 

    ・構成団体 株式会社ヴィアックス 

    ・構成団体 株式会社コードマーク都城 

 （２）代表者名 

    ・株式会社マナビノタネ 代表取締役 森田 秀之 

    ・株式会社ヴィアックス 代表取締役 西門 直 

    ・株式会社コードマーク都城 代表取締役 森田 秀之 

 （３）所在地 

  ・株式会社マナビノタネ：長野県北佐久郡御代田町御代田３９０３－１９ 

    ・株式会社ヴィアックス：東京都中野区弥生町二丁目８番１５号 

    ・株式会社コードマーク都城：宮崎県都城市都北町５９２９番地 

黒島ビル１０３号室 

 （４）設立年月日 

・株式会社マナビノタネ：平成１９年８月２０日 

    ・株式会社ヴィアックス：昭和４８年８月１７日 

    ・株式会社コードマーク都城：令和３年１１月１日 

 （５）従業員数 

    ・株式会社マナビノタネ：０名 

    ・株式会社ヴィアックス：１，８５５名 

    ・株式会社コードマーク都城：０名 

 （６）業務内容 

    ・株式会社マナビノタネ 

     ○文化・学びの場プロデュース事業 

     ○エコミュージアム・スローなまちづくり事業 

     ○マナビノタネツアー業務 など 

    ・株式会社ヴィアックス 

     ○公立図書館の指定管理、一部委託による運営 

     ○広告代理（ポスティング等） 
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     ○印刷（ＤＴＰ・デザイン、印刷物の企画・編集等） など 

    ・株式会社コードマーク都城 

     ○指定管理者制度による公共施設の運営受託に関する業務、またはそれら

の支援・調査・コンサルティング 

     ○自然と共存共生しながら、地域の自治・環境保全、そのための社会的な

仕組み、また環境変化に対応して生きていくための支援・調査・コンサル

ティング 

     ○店舗及び飲食店の企画、プロデュース、経営、またはそれらの支援・調

査・コンサルティング など 

 

２．指定期間 

  令和５年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市立図書館 
（都城市中町１６街区１５号） 

 敷地面積 ５，３６６㎡ 

 建築面積 ４，８１５㎡ 

 延床面積 ８，０４６㎡ 

 階数 地上２階（一部３階建て） 

 構造 S 造 

 高さ １９．５ｍ 

都城市立高城図書館 

（都城市高城町穂満坊１０５番地 

高城生涯学習センター内） 

 延床面積 ４５６．６㎡ 

 高さ ４．９ｍ 

 

 （２）業務概要 

指定管理者が行う管理運営業務の対象は、図書館本館及び高城図書館とし、次に

掲げる業務を行います。 

ア 施設の運営に関すること 

イ 施設の維持管理に関すること 

ウ 施設の安全管理に関すること 

エ 業務報告 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 
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   ①申請団体数 

    １団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和４年６月１７日           第１回選定委員会開催 

令和４年６月２４日～令和４年７月８日   募集（広報都城７月号、市ホー 

ムページへの掲載） 

    令和４年７月１５日           現地説明会 

令和４年７月２９日～令和４年８月１０日 申請書類受付 

    令和４年９月１２日           第２回選定委員会開催、書類審 

査・面接審査 

    令和４年９月３０日           選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

司法書士      １人 

図書館協議会委員      １人 

施設利用者代表      １人 

市課長職      ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和４年９月１２日に都城市指定管理者候補者選定委員会において、書類審

査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・選考（総合得点方

式）を行った結果、以下の理由でＭＡＬコンソーシアムが指定管理者として適

正であると判断しました。 

  

  「選定基準１ 市民の平等な利用が確保されること」 

   ・施設の設置目的を理解した、団体としての明確な運営方針が示されているこ

と。 

   ・利用者に合わせた合理的な配慮を目指し、全ての人が利用しやすい図書館運

営が提案されていること。 

 

  「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

   ・利用者との会話等、日々の業務の中で得た情報をその後の運営に生かす取組

を行うことや情報への多様なアクセス環境を整備するなど施設の利便性向

上に努め、地域団体や市内施設と連携した多くの提案がされていること。 

 

  「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

   ・こまめな巡回により、修繕個所の早期発見に努めるなどの「予防保全」によ
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り、起こってから対処するのに比べて、時間と経費の削減が期待されること。 

 

  「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を有

していること」 

   ・良好な経営状況が示されており、明確なビジョンと豊富な経験値に基づいた

事業計画が示され、その実現には大きな期待がもてること。 

 

  「選定基準５ 地域に貢献する取組が確保されていること」 

   ・都城盆地博覧会（通称：ボンパク）の再開の提案があり、地域をまるごと学

びあい、交流の場とする提案があること。 

 

  「選定基準７ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

   ・中心市街地の活性化のための周辺施設との連携が多数提案されており、また、

民間施設との連携も提案され、図書館からまちへの人の動きを作る取組も提

案されていること。 

 

  「選定基準８ カフェのコンセプトについて」 

・現在のカフェ運営者として実績のある地元レストランと協力し、図書館との

連携・調和のとれた提案がされていること。 

 

「選定基準９ カフェ運営業務の内容について」 

・地元食材を利用した多彩なメニューの提案や読んだ本に応じてのサービスな

どが提案されていること。 

 

 （４）選定委員会における主な意見 

  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、今年の４月にスーパーやホテルを核としたテラスタが

オープンし、都城大丸跡地の再開発であるハード事業が完了したことから、

今後、この周辺のエリアの賑わいを継続していくためには、周辺施設や地域

との連携した魅力あるソフト事業を実施していくことが重要となるため、地

域との連携に関する項目に重点的に配点を行った。 

  〈指定申請書記載事項について〉 

・基本的な図書館におけるサービスに関する提案のほか、中心市街地の活性化

のための周辺施設との連携に関する提案が多数されており、図書館からまち

への人の動きを作る取組も提案されていること。 

   ・管理体制についても、安定的な運営が期待できる提案である。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 

選定基準 配点 
ＭＡＬコン

ソーシアム 
審査項目 

一人当たり

配点 
審査内容 

１．市民の平等な利用

が確保されること 
１７５ １２６ 

管理運営方針等 ２０ 

・当市の管理運営の基本的方針を認識してい

るか。 

・公の施設の設置目的を理解しているか。 

・応募者の経営モラルは適切か。 

・環境に配慮した取り組みをしているか。 

平等利用 ５ 
・利用申込等の公平な利用の確保、相談や苦

情等への対応ができるか。 

２．施設効用の発揮に

関すること 
２８０ ２０５ 

利用の促進 ２０ 

・住民ニーズに基づく利用者増の提案がされ

ているか。 

・利用者増のための広報・ＰＲ対策を提案し

ているか。 

・関係団体や地域住民との連携、交流の提案

がされているか。 

基本業務の内容 ２０ 

・利用者サービスの向上に関する提案がなさ

れているか。 

・施設の維持管理、安全管理を的確に行える

か。 

施設の設備、機能等を活用しているか。 

３．管理経費の節減に

関すること 
７０ ５１ 経費節減 １０ 

・具体的な管理業務の効率化が提案されてい

るか。 

・経費節減の考え方、提案がなされているか。 

-
1
3
9
-



 
 

４．事業計画に沿った

管理を安定的に行う

物的能力及び人的能

力を有していること 

３８５ ２８０ 

物的能力 ２０ 

・安定した運営が可能な応募者の財務状況か。 

・類似施設を良好に運営した実績があるか。 

・収支計画の積算根拠が明確で、実現可能な

ものか。 

・収支計画と事業計画の整合性は図られてい

るか。 

人的能力 ３５ 

・組織体制、勤務体制、責任体制が確立され

ているか。 

・職員の指導育成、研修体制が提案されてい

るか。 

・個人情報保護、情報公開及び労働法令等に

ついて十分認識しているか。 

・地域団体や地域住民等との融合性、高齢者・

障がい者雇用への配慮、利用状況を把握して

いるか。 

５．地域に貢献する取

り組みが確保されて

いるか 

１０５ ９０ 地域貢献 １５ 

・都城市内に本店等を有するか。 

・地域雇用、人材育成に配慮がなされている

か。 

・地域貢献の取り組みが示されているか。 

６．指定管理提案業務

に関すること 
７０ ５４ 

指定管理者提案

業務の内容 
１０ ・指定管理者提案業務の内容 

７.その他、公の施設

を管理させるに当た

り必要な基準 

１４０ １０４ 

中心市街地をは

じめとした地域

の活性化 

２０ 

・中心市街地に所在する公共・民間施設や地

域団体や市民との連携により、中心市街地や

地域を活性化するための積極的な取り組みが

-
1
4
0
-



 
 

提案されているか。 

８.カフェのコンセプ

ト 
７０ ５０ 

基本コンセプト ５ 
・事業全体のコンセプトを受け、一貫性のあ

るコンセプトが提案されているか。 

コンセプトの実

現性 
５ ・提案コンセプトの実現性は高いか。 

９.カフェ運営業務の

内容 
２４５ １７６ 

内装・デザイン

計画 
１０ 

・図書館との連携性は考慮されているか 

・利用者にとって使いやすいカフェとなって

いるか。 

サービス計画 ２０ 

・提供メニュー、サービスは図書館利用者や

他の来街者にとって魅力的なものとなってい

るか。 

・料金や割引サービスなど、図書館利用者の

利用促進を図る取組がなされているか。 

・地元産食材を活用したメニューの開発や、

地元産品の積極活用が示されているか。 

事業収支計画 ５ 事業収支計画は妥当か。 

合計 １，５４０ １，１３６  ２２０  

〈参考〉：提案金額 ２３４，４５８千円 （令和５年度） 

  ※提案金額をそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。 

-
1
4
1
-



事業計画書概要版 

 

１．管理運営方針等 

（１）まず、【開かれた図書館】でなくてはならない 

  ○多くに気を配り、それらが合わさり雰囲気を醸し出す 

  ○「いつでもおいで」という顔をしている入り口 

  ○館内で挨拶を交わし、近況を伝え合える“まち„のような場所 

  ○静かにしなさい等叱ることなく、ゆっくりと滞在していられる場所 

  ○どんな若者たちにとっても自由に居られる場所 

  ○本を読みたいとき、気分や好みによって選べる多様な場所 

  ○快適・安心・安全な館内及び建物周辺の維持管理 

（２）そして、【わたしの図書館】としてほしい 

  ○地域社会の“ニーズを察知„した資料の収集・提供 

  ○ショーケースによる公開選書 

  ○市内施設への「御用聞き」、市内施設ボックスの設置 

  ○様々なイベントを開催し、反応を汲み取ってニーズを知る機会づくり 

  ○本を押し付けず、館内を歩くことで目に入るように例示 

  ○課題や話題など、多様な人々・地域にとって伝えていくべき重要な資料や情報

に気付く仕組みづくり 

  ○目が不自由な人、図書館に来館できない人への情報提供に係る取組 

（３）「場づくり」という考え方 

  ○さまざまな不便を感じている人への手厚いサポート 

  ○すべての人にとって自立的に活動できる「場」を平等に整えていく 

  ○図書館を【社会的共通資本】としていく 

（４）地域に絶対必要な「生きるための図書館」となるために 

  ○「都城の、生きるための、拡張された図書館」 

  ○図書館は「生涯学習」「地域自治」「活動・協働」のための機能を有し、人びと

が安心して集える場所 

  ○地域を守り育むことを“自分たち事„として捉え、創造性をもって常にチャレン

ジする勇気を与えてくれる、生きるために必要な場としていく 

 

２．市民の平等な利用に関すること 

（１）【開かれた図書館】であるために  

ア 多様な条件や立場の人が情報にアクセスできる場を考えています  

○多様な年代や立場の方が情報へアクセスするための場として図書館を利用で

きるよう整備  

○さまざまな事情や環境で利用に不便を感じている方が快適に使える図書館を

目指す  
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イ 快適・安心・安全な館内及び建物周辺であり続けるために  

○アプローチや案内表示をユニバーサルデザインの考え方に基づき管理 

（２）【開かれた図書館】を実現するために 

  ア 積極的なお声がけを行っています 

   ○お声がけを行いニーズを把握し、必要とされる合理的な配慮に活かす 

  イ わかりやすい表現を用いた案内を行います 

   ○専門用語を廃し、平易でわかりやすい表現を用いる 

  ウ コミュニケーションボード等の補助器を整備しています 

   ○コミュニケーションボードや読書補助器、ハンディ通訳機などを設置 

  エ 都城市点字図書館との連携を強化します 

   ○対面朗読・録音スタジオを軸として、点字図書館との連携を強化 

  オ 人権研修を徹底します 

   ○社内研修を実施し、人権侵害などの理解を深めて利用者に対する平等利用に

取り組む 

（３）地域社会のニーズを察知します  

ア 図書館未利用者も含めた地域の人々の声をさまざまな方法で聴いています  

○利用者アンケートや意見箱、メールなどによって地域住民の要望を収集する  

イ 利用者ニーズを分析して施設やサービス向上に努めています  

○苦情や要望は利用者の生の声として受け止め、誠実に対応して理解と協力を

得るとともに、信頼を高める機会とする 

（４）的確なリスクマネジメントを進めます  

ア 量的調査では傾向を知り、今後に活かします  

○事業計画の履行状況を評価し利用傾向を知り、管理運営に活かす 

イ 質的調査では観点を見つけ、向上につなげます  

○利用者アンケートを実施し、調査結果を基に満足度向上に繋げる  

ウ 内部調査チェックシートを導入しています  

○リスクの低減や不祥事の防止、業務の有効性や効率性を高めることを目的に、

内部監査を実施  

エ 利用者目線でセルフモニタリングを実施します  

○セルフモニタリングを実施し、サービスの向上をはかる  

オ ＰＤＣＡサイクルとＯＯＤＡサイクルを組み合わせたマネジメント  

○ＰＤＣＡに加え不測の事態に対し、情報収集に基づいて試行錯誤しながら意

思決定するＯＯＤＡサイクルを組み合わせてマネジメントしていく 

（５）省エネ・環境負荷の軽減策については優先順位を考えながら誠実に対応しま      

 す 

  ア 都城市の環境保全条例、目標を実施します 

  イ 省エネ・環境負荷の軽減を具体的取組にしていきます 

  ウ 排出される廃棄物処理にも目を配ります 
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  エ 周辺環境、地域住民に配慮して環境保全を行います 

 

３．施設効用の発揮に関すること 

（１）利用者の増加及びサービスの向上を図るためにさまざまな工夫を重ねていま 

 す 

  ア デジタル技術を積極的に活用しています 

   ○新型コロナウイルス感染症拡大にともない、インターネット環境やオンライ

ン配信のための機材導入 

   ○デジタル技術を積極的に学び、活用しながら利用者サービス向上の取組 

   ○デジタル機器を活用したオンラインセミナー、ワークショップの開催 

  イ すべての人が自立的に活動できるさまざまな場を提供します  

（ⅰ）選書  

○貸出統計を分析したり利用者ニーズを的確にとらえ、専門知識をもった司

書による選書  

（ⅱ）レファレンス  

○過去のレファレンス事例やデータベース、参考図書などを活用したレファ

レンス対応 

（ⅲ）場づくり  

○すべての利用者がさまざまな過ごし方が出来るように配慮  

○学校教育課と連携し、図書館で不登校児が学べる場をつくる  

（ⅳ）ＢＭ・アウトリーチ  

○学校や公民館など遠隔地への定期巡回や、イベントへのくれよん号の運行  

（ⅴ）高城図書館  

○上映会やワークショップなど多様なイベントの実施  

○高城地区まちづくり委員会と連携した展示の実施  

（ⅵ）表現活動支援  

○編集やデザインなどの専門知識をもった専属スタッフによる表現活動の 

支援  

（ⅶ）政策支援等のサポート  

○市の政策や課題に即した司書による市議会図書室の選書支援 

ウ スタジオチームによる広報、ＰＲを強化します 

  （ⅰ）市広報 

    ○市の広報誌の「図書館だより」に、お薦めの本やイベントを紹介 

   （ⅱ）ラジオ 

    ○年間１６回のラジオ出演によるイベント情報の発信 

   （ⅲ）図書館ウェブサイト 

    ○図書館ホームページにおけるイベント等の情報発信 

   （ⅳ）インスタグラム、Ｙｏｕｔｕｂｅ 
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    ○スタッフが図書館の情報発信動画を編集・作成 

   （ⅴ）図書館見学対応 

    ○議会や行政機関、学校など各種団体のニーズに応じた見学・視察対応 

エ 関係団体や地域住民とさまざまな連携・交流を行っています  

（ⅰ）市内の施設や市各部署との連携  

○国際化推進室と連携した各種イベントの実施  

○市立美術館連携し、市美展のサブ会場としての展示  

○文化財課の巡回企画展の共同実施  

○総合政策課やみやこんじょＰＲ課、ふるさと産業推進局と連携した移住セ

ミナーや肉や焼酎に関するトークイベントの実施  

○介護保健課と連携し、世界アルツハイマーでーに合わせた展示や認知症サ

ポーター養成講座の共同開催  

（ⅱ）地域の団体との連携  

○おかげ祭り振興会と連携した神輿や灯籠の展示  

○山之口地区の人形浄瑠璃や弥五郎どんの時期に合わせた共同展示  

（ⅲ）地域住民との連携  

○図書館を核とし、昔の地図や写真を基に地域住民の記憶を収集し、集めた

情報を編集し展示するまちなか記憶展の実施 

 

（２）利用者の利便性をさらに高めます 

  ア 資料整備、環境整備情報へのアクセス支援を強化していきます 

   （ⅰ）資料整備 

    ○利用者ニーズや社会情勢に合わせて資料の購入・除籍の提案 

    ○新しい資料との出会いを提供するために、テーマ展示や企画展の実施 

    ○認定司書を核とした資料の整理と保存 

   （ⅱ）環境整備 

    ○フリーＷｉｆｉの設置、閲覧席での電源供給 

   （ⅲ）情報アクセス支援 

    ○利用者が求める資料へ辿り着くことができるよう、目的別利用案内の作成 

（３）施設の整備、機能等の活用について  

全体コンセプトである＜ひとりひとりが『だいじなもの』をみつけていくために

＞に基づき、図書館施設の設備、機能を最大限に活用していく  

ア 継承すべき『だいじなもの』を収集・記録・発信する場を充実させます  

○市民へ向けて地域の魅力や個性を再発見するための創造活動の実施  

○記録に残っていない伝統芸能やお祭り、思い出や知恵、記憶などを積極的に

収集・資料化し、後世へと継承してく活動  

○本、イベント、インデックス〔さくいん〕で紹介されているワードなどを登

録することが可能な「だいじなものメモリー」の運用  
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イ 感性をはぐくみ、自己表現をする場を充実します  

○『知る』を支える図書館に『表現する』ことを支援する取組  

ウ 市民参画を促進する場をつくります  

○地域のことを自分事として捉え、まちの価値を上げるような活動、明日の地  

域をよくする提案が生まれる拠点を目指す  

   ○「ショーケース」での『みはからいぼん展覧会』の開催  

○いつでも誰でも自由に意見や知恵を持ち寄って参加できる「都城の記憶と未

来をつなぐ実践活動」の拠点づくり 

エ より多様性に応えられる居場所としての図書館を目指します 

   ○誰もがさまざまな過ごし方に合わせて居場所を選べる、滞在型の環境づくり 

  オ 「歩いて楽しいストリート、見つけて選ぶマーケット」をより充実させます 

   ○かつてのショッピングモールの特徴を活かし、歩き回ることで新しい何かを

見つける楽しさを表現 

   （ⅰ）店先のような展示『例示』 

    ○通路に「つみ木ばこ」を組み上げ、本の表紙が見えるように例示を行う 

   （ⅱ）『だいじなもの』を知らせる企画展示 

    ○関係団体や地域住民とともに企画を立て、取り上げるテーマを多様化 

   （ⅲ）まちや市内各所へつながる「市内施設ボックス」 

    ○市内の各施設と連携・協力をもらい、ホールの木箱で各施設を紹介 

（４）快適・安心・安全な館内及び建物周辺を維持・管理します 

 ア 清掃業務で清潔感を維持します 

 イ 専門技術を有した清掃従事者を配置します 

 ウ 定期清掃では建物・使われ方の特性に合わせた計画を立てます 

 エ 年間計画表によって管理していきます 

 オ 維持管理業務を信頼と実績のある地元企業に委託し、共に専門性を高めてい

きます 

 カ 不具合の早期発見、適時の修繕、予防保全に努めます 

  キ ５～１０年先を見据えた長期修繕計画を策定していきます 

  ク 図書館職員としての技能を向上されるための安全教育、各種訓練 

  ケ 都城市の特性に応じた防災対策を行い、非常時の備品を備えていきます 

  コ 安全衛生委員会を開催して専門的意見を取り入れていきます 

 

４．管理経費の節減に関する事項 

○危険箇所や要修繕箇所を早期に発見し、速やかに対処する予防保全に努める  

○外部委託は複数の業者と共同・連携することにより、作業の効率化やノウハウ共

有化に繋げる  

○経費はＰＤＣＡサイクルに基づくマネジメントにより、計画的かつ適切な予算の

執行管理を行う 
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○消耗品、備品等はムダ・ムラを排除した購入を行う  

○光熱水費は、図書館の「使用電力量管理システム」及び「空調制御管理システム」

を適切に確認・操作する  

○修繕業務の効率化を図るとともに、労務費の節減を図る 

 

５．事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力 

 ○昨年度実施された都城市監査委員事務局が行う財政援助団体等監査において、指

摘事項がゼロであった 

  （１）堅実な図書館運営を可能にする物的能力について 

   ア 株式会社マナビノタネ 

    ○社外の多数の専門家、パートナーと信頼関係をつくり、協働による事業の

実施 

   イ 株式会社コードマーク都城 

    ○地域に密着した企画力、図書館における判断スピードの強化のためにアの

会社の代表取締役が新たに立ち上げた会社 

   ウ 株式会社ヴィアックス 

    ○図書館事業のほかダイレクトマーケティング事業、関連事業の３事業を行   

    う 

    ○創業以来、継続した黒字経営を続ける 

（２）事業収支、指定管理料の使途の考え方  

人件費：適正で効率のよい人員配置を積算。今後の最低賃金の上昇も考慮した

積算  

消耗品：年間利用者数や図書の予想購入冊数を考慮した積算  

水光熱費：過去４年間の実績を基に、酷暑時期や原油価格の高騰も考慮した積   

    算 

通信費：過去の実績を基に積算 

修繕費：過去の実績を基に積算  

委託料：最低賃金の上昇に伴う再委託料の上昇や点検業務の増などを考慮した

積算  

備品購入費：図書の登録に必要な年間のマーク（日々発売される図書の各種デ

ータ）の購入費がほとんどを占める  

その他：過去の実績を基に積算。移動図書館車や回送車の燃料費高騰を考慮し

た計算 

（３）類似施設の運営、管理運営実績 

   ア 株式会社マナビノタネの運営及び関連する実績 

    ○株式会社マナビノタネの代表取締役森田秀之氏は、四半世紀に亘って図書

館やミュージアムを含む公共・文化学習施設の基本構想や設計・施工・各種

調達支援などの関連業務に携わってきた 
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    ○武蔵野プレイスや瀬戸内市民図書館など全国的にも有名なプロジェクトに

携わってきた 

   イ 株式会社ヴィアックスの運営実績 

    ○図書館の運営業務に携わるようになり、今年で２０年目を迎える 

    ○現在、９４館の運営実績があり、多数の図書館で活用できる経験とノウハ

ウを蓄積 

 

６．革新的かつ地域連携を強化した図書館運営を可能にする人的能力 

（１）地域で雇用されたスタッフが、ノウハウ等の移転により将来的に自律して運

営を行っていくための仕組み 

  ア 将来的に共同事業体代表企業となる「株式会社コードマーク都城」を設立し

ました 

   ○将来的に地域で自律して図書館運営を行っていくための母体組織「株式会社

コードマーク都城を令和３年１１月に新たに設立 

   ○図書館運営事業を中心に、地域の自治・環境保全、社会的な仕組みを作る 

   ○代表取締役は森田氏だが、取締役に市内の経営者が新たに参画 

  イ 地域づくりの拠点としての図書館を志ある個人や企業が支える利用的な構図

にします 

   ○コードマーク都城の活動を支援することを目的とする組合「コードマーク都

城支援持株会」を同時に設立 

   ○社会的共通資本を守るための住民参加型の新しい手法 

（２）組織図について  

（全スタッフ６２名）館長１名、副館長１名  

ア 図書館運営（Ａグループ４９名）  

（ⅰ）資料チーム（７名）  

    図書館員や市民の意見を聞き、購入候補リストをまとめるチーム  

（ⅱ）相談チーム（５名）  

    主にレファレンスを中心に行うチーム  

（ⅲ）場づくりチーム（５名）  

    みんなの居場所をつくるチーム。特に子どもと親に対して手厚いサポートを

行う  

（ⅳ）ＢＭチーム（５名）  

    主に移動図書館車運行を担い、学校などへのサービスを行う  

（ⅰ）～（ⅳ）のチームの業務をローテーションで担うスタッフ（２０名）  

日替わりで（ⅰ）～（ⅳ）の業務を行うパートタイムスタッフ  

（ⅴ）高城チーム（７名）  

    高城図書館での図書館サービスを担当するチーム  

イ スタジオ運営（Ｂグループ５名） 
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プレススタジオで、利用者の表現活動支援、地域情報など各種コンテンツ、メ

ディアの編集・制作を担当するチーム  

ウ 総務チーム（Ｃグループ６名）  

経理、研修、障害、施設維持管理などの業務を担当するチーム 

（３）人員体制について 

  ア 館長は地域づくりの視点をもってあたります 

   ○地域の中で図書館が持つ意義や果たすべき役割を理解し、組織マネジメント

を的確に実施できる常勤職員を選任 

  イ ディレクター・チーフは実務経験とチャレンジ精神をもってあたります 

   ○専門知識と実務経験が豊富で、職員を教育・指導する能力がある人員を選任 

  ウ その他の職員はキャリアアップに心がけてあたる 

（ⅰ）サブチーフ・リーダーについて 

    業務責任者の補助的な業務を担当し、スタッフの指導を主に担う 

   （ⅱ）スタッフについて 

    柔軟なシフト制勤務により、カウンターやフロア業務を担当 

  エ 勤務ローテーションに余裕をもたせていきます 

   ○効率的に作業を職員に割り当てるジョブローテーションを行う 

（４）基礎から応用までを育む研修体制  

ア 図書館職員のプロを育てるテクニカルスキル研修  

ＯＪＴ、Ｏｆｆ－ＪＴ、及び自己啓発の３つを主眼に置いた研修体制  

（ⅰ）ＯＪＴ（個別図書館研修）  

地域性に応じて求められるスキルを身につけることを目指し、研修を実施  

（ⅱ）Ｏｆｆ ＪＴ（集合研修）  

○図書館のテクニカルスキルとビジネススキルを学ぶ研修の実施  

（ⅲ）自己研鑽  

○５１のコンテンツを有するｅ－ラーニングの研修環境の構築  

（ⅳ）部会活動  

○児童部会、学校図書館責任者部会を設け、実践研究や情報交換などを実施  

イ 法令やコンプライアンスに関する共通スキル研修で意識を高めます  

（ⅰ）コンプライアンス・危機管理研修  

○全職員を対象にコンプライアンス・危機管理研修を毎年実施  

（ⅱ）人権啓発研修  

○多様性と共生社会を理解し、図書館運営における合理的配慮や利用者に寄

り添った応対ができるよう、人権啓発研修を実施  

（ⅲ）研修や事例の共有  

（５）横断的な業務指導要領 

  ア 連絡・コミュニケーションの密度を上げて業務を行います 

   （ⅰ）明確な指揮命令系統 

-149-



   （ⅱ）業務職員間の情報共有 

   （ⅲ）都城市との連絡体制 

   （ⅳ）バックアップ体制 

（６）各種法令を遵守し、かつ温かみのある労務管理 

  ア 労働環境を制度面から適正にしています 

  イ 労働環境をサポートしていける体制を構築しています 

 

７．地域貢献に関すること  

（１）本店支店等の開設状況について  

ア 株式会社マナビノタネ  

○代表企業の株式会社マナビノタネの本店は長野県北佐久郡御代田町に所在  

イ 株式会社ヴィアックス  

○構成企業の株式会社ヴィアックスは都城市都北町に支店が所在  

ウ 株式会社コードマーク都城  

○構成企業の株式会社コードマーク都城は、都城市都北町に本店が所在  

（２）地域住民であることが採用を判断するための重要項目です  

○採用の際には、地域住民であることを判断基準のひとつとし、定着率の向上

と良質なサービス提供につなげる  

（３）地域貢献に関する具体的な取り組みについて  

ア 地元企業へ発注し、共に切磋琢磨しています  

○消耗品の調達や設備維持管理に関し、地元企業を中心に発注  

イ 宮崎県発の「電子書籍」ポータルサイトと提携しています  

○miyazaki ebooks など、地域特化型電子書籍ポータルサイトと連携 

 

８．指定管理業務に関すること 

 新ボンパク出展者・参加者と連携した全国初の地域づくり～地域まるごと学び合

い・交流の場へ～ 

 ○２００８年から２０１７年まで開催されていた都城盆地博覧会、通称「ボンパク」 

を様々な市民や組織と連携しながら再開を予定 

○ボンパクは、人々が地域の特徴に気軽に触れ、学びながら交流を生み、文化、環

境保全、経済活動を活性化させる大きな可能性を秘めており、デジタル技術を活用

して株式会社コードマーク都城が主体となって再開させていく 

 

９．その他、公の施設を管理するにあたり必要な基準に関すること  

（１）中心市街地をはじめとした地域の活性化を図ります  

○中心市街地の活性化はもちろんのこと、地域全体が元気になることを念頭に、

関係団体や市民との連携をさらに強化  

 （２）中心市街地中核施設や周辺の公共・民間施設との連携が活性化の鍵  
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ア 「まちなか調整会議」の必要性を強化します  

○周辺施設の行政、民間企業と「まちなか調整会議」を主軸に連携を強化  

（３）中核施設及び周辺の施設との連携を強化します  

ア 「ホテルテラスタ」との連携を強化します  

○図書館に隣接するホテルテラスタとの連携事業の第１弾として、ホテルのカ

ードキーでの図書の貸出を全国初のサービスとして令和４年７月に開始  

イ 「民間施設」と連携して商品開発を支援します  

○周辺の商店と連携し、図書館からまちへと人の動きを作る取組を実施  

ウ 中心市街地に本が飛び出します  

○まちなか広場で行われるイベント時に移動図書館車くれよん号を運行  

エ 「都城市保健センター」等でのブックスタートを支援します  

○４ヶ月検診時に絵本をプレゼントするブックスタート事業やよみきかせや 

絵本の選び方などのアドバイスを行政、市民団体と連携して実施  

オ 市内施設ボックスによる連携を強化します  

○中核施設を含む８施設と連携し、１階ホールに設置してある木箱型書架での

情報発信を実施 

 

１０．カフェのコンセプト 

 ○この２年半、新型コロナ禍の影響を受け、カフェの運営に大きな影響あり 

 ○カフェのコンセプトはこれまでと同じとし、コロナ禍で停滞した分を取り戻せる

よう、より一層チャレンジしたカフェの運営を行っていく 

（１）Ｍａｒｋｅｔ市庭（いちば）には 

   ○１次、２次、３次産業者と連携し、都城の「いいもの」の「いい」点をきち

んと伝え合っていく場としてカフェを運営 

   ○市が推進してきた６次産業化に共鳴した魅力的な交流、実践の場となるよう、

カフェを運営 

（２）地域で採れた食材を使っておいしい料理を提供します 

   ○地元産食材を使い、市内のフレンチレストランと提携して料理やドリンクを

提供 

   ○料理やドリンクの提供のみに留まらず、地域で加工されたものもマーケット

内で紹介・販売 

 

１１．カフェの運営業務内容 

（１）内装・デザイン計画 

  ○「つみ木ばこ」をずらりと並べ、図書館と調和した店先を作り、図書館全体の

空間コンセプト「発見と創造を支える空間」と連続性を担保 

  ○机、椅子は来客者が好みの席を選べるよう、様々な形状やサイズを配置 

（２）サービス計画 
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  ア 味や価格帯もさまざまに多彩なメニューを提供していきます 

   ○誰もが好きなカレーやパスタ、麺類やパンなどの多彩なメニューやドリンク

を提供 

   ○提供しているコーヒーは市内の珈琲焙煎店と連携し、焙煎度合いを伝え、店

オリジナルの豆を作ってもらうなど、地元企業と連携したサービスを提供 

   ○料理や飲み物を提供するプレートも、市内家具メーカーに特注したものを使

用するなど、サービスの多岐に亘って地元企業と連携 

  イ 話題性や独自性がより高い食べ比べ、飲み比べメニューを加えていきます 

   ○季節や数量限定メニューなどの魅力を高めるメニューを企画、実施 

   ○食文化の奥深さの気付きの場、学びの場となるべく、品種や栽培・育成方法、

調理方法の違いなどの観点の違いを味わえるよう、新たに食べ比べ・飲み比べ

メニューの開発、提供を行う 

  ウ 図書館の本屋トークイベントに連動したサービス提供を行います 

   ○１次、２次産業者をゲストに迎えたトークイベントを開催し、ゲストがつく

った農産物や食品をカフェで味わうといった取り組みを行う 

  エ 地元産食材の活用はもちろん、加工食品の製品化のサポートを行っています 

   ○地元産食材や地元産品の数々を扱う取組を更に進めていく 

   ○地元の野菜農家や加工食品の製品化のサポートを実施 

  オ まるまる会員「アクションポイント」が使えるサービスを検討しています 

   ○図書館のまるまる会員サービスで「読んだ本」を登録して貯まるアクション

ポイント数に応じた、サービスの提供 

 

 （３）事業収支計画 

  ○利用者数は、ピーク時で５，０００人という月もあったが、コロナ禍は１～  

２，０００人前後の月も多かった 

  ○図書館の臨時休館に伴いカフェも臨時休業となり、月の利用者が３００人前後

の月もあった 

  ○国内外の経済情勢が不安定であることやコロナ禍ということもあり、計画的な

経営を行うことが非常に困難な時代 

  ○そのような中だが、社会で何か変化が起こった場合でも素早く柔軟にメニュー

の変更が可能な体制を構築し、乗り切っていく 

  ○現場スタッフによるアイディアを即、メニュー化していく 

  ○新たな食べ比べ・飲み比べメニューなど、自由な発想によるトライアルを行っ

ていく 

  ○物販も含め、地元の農家さんや加工業者、ショップなどとの連携にさらに力を

入れていく 

  ○開店時に調達した什器や大型調理器具といった備品の減価償却もまもなく終わ

る予定 
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  ○中心市街地での憩いの場をこれからも維持していくために、利用者も巻き込み、

経営していく 
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福祉部 保育課 

 

都城市子育て世代活動支援センター指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市子育て世代活動支援センターの指定管理者については、次のとおり候補とな

る団体を公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和４年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    社会福祉法人善隣館福祉会 

 （２）代表者名 

    理事長 加藤 卓 

 （３）所在地 

    都城市前田町８街区２０号 

 （４）設立年月日 

    昭和５４年６月８日 

 （５）従業員数 

    ３５名 

 （６）業務内容 

    第二種社会福祉事業   

    ア 保育所の運営 

    イ 地域子育て支援拠点事業の運営 

 

２．指定期間 

  令和５年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日（５年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 

都城市子育て世代活動支援センター 

（都城市中町１７街区１９号） 

延床面積：９３８.１７㎡ 

ＲＣ造３階建ての３階 

 

 （２）業務概要 

    子育て世代の多様な活動を支援し、安心して子育てができる環境の充実を図

るため、子育ての支援に資する事業を総合的に実施することを目的として設置

する都城市子育て世代活動支援センターの管理運営を行う。 

    また、次に掲げる事業を行う。 
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    ア 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第６条の３第６項に規定する

地域子育て支援拠点事業 

    イ 児童福祉法第６条の３第７項に規定する一時預かり事業 

    ウ 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第５９条第１号に規

定する事業 

    エ 親子に健全な遊びの場を提供する事業 

    オ 上記に掲げるもののほか、子育ての支援に資する事業 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果の概要 

 （１）公募の状況 

   ①申請団体数 

    ２団体 

   ②指定管理者候補者選定までの経過 

    令和４年５月３０日         第１回選定委員会開催 

令和４年６月１０日         募集（広報都城６月号、市ホームペ 

～令和４年７月１１日       ージへの掲載） 

    令和４年７月１５日         現地説明会 

    令和４年７月１９日         申請書類受付 

     ～令和４年７月２８日 

    令和４年８月３１日         第２回選定委員会開催、書類審査・ 

面接審査 

    令和４年９月１２日         選定結果報告 

 

 （２）都城市指定管理者候補者選定委員会委員構成 

     委員構成 人数 

有識者 

学識経験者      １人 

税理士      １人 

行政書士      １人 

民生委員・児童委員      １人 

施設利用者代表      １人 

市課長職 ２人 

 

 （３）選定理由 

    令和４年８月３１日に都城市指定管理者候補者選定委員会において、書類審

査・面接審査をもとに、選定基準に基づいて総合的に審査・選考（総合得点方

式）を行った結果、以下の理由で社会福祉法人善隣館福祉会が指定管理者とし
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て適正であると判断しました。 

  

「選定基準１ 施設が適切に管理運営され市民の平等な利用が確保されること」 

・施設を清潔に保つとともに、清掃の薬剤使用を控えることや、製作活動に使 

用する材料に牛乳パックなどの廃材を利用することで、ごみの削減に努める 

だけでなく、身近にあるものでの新たな楽しみ方も伝えるなど環境に配慮し 

た運営が期待できること。 

 

「選定基準２ 事業計画の内容が施設の効用を最大限に発揮するものであるこ

と」 

・現在数多くのイベント等を実施しており、さらなる利用者ニーズへの対応に 

も期待し、ぷれぴか５周年イベントにおいては、中核施設等と連携し商店街 

含めて地域全体の賑わい創出の相乗効果が期待できること。 

・一時預かり等予約システムｃｏｈａｎａ（コハナ）の活用により、利便性の 

向上につながっていること。 

 

「選定基準３ 経済的な管理運営が図られ、経費配分が適正であること」 

・現状を踏まえ、現実的な予算組みがなされており、職員の努力により経費削 

減に努めていること。 

 

「選定基準４ 事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及び人的能力を

有していること」 

・現状の人員体制を踏まえての提案であり、勤務体制のシフト表も示されてお 

り、確実に業務の履行が見込まれ、利用者が多い日もしっかりと対応できる 

配置となっている。また、職員間の情報共有を密にすることにより、どの職 

員が対応しても同じように対応できる体制を整え、不安を抱えた利用者も利 

用しやすい環境であるため、安定的なサービス提供が期待できること。 

 

「選定基準５ 地域に貢献する取り組みが確保されていること」 

・職員雇用については、できる限り地域の方を優先し、また、中央通り等の空 

き店舗を活用する提案があったこと。 

 

「選定基準６ その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準」 

・関係機関と協力し各種イベントの企画・実行委員会の立ち上げなど、子育て 

支援の充実を図った上で、中心市街地活性化への取り組みも期待できること。 

 

 （４）選定委員会における主な意見 

  〈選定基準に関する事項〉 

   ・選定基準については、施設の特性を考慮し、事業計画の内容が施設の効用を 

最大限に発揮されること、事業計画に沿った管理を安定的に行う物的能力及 

び人的能力を有していること、に関する項目に重点的に配点を行った。 

 

  〈指定申請書記載事項について〉 
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   ・行事等では廃材を活用して子どもたちが楽しく過ごせる工夫や、環境負担を 

考えている。 

・相談されたときに誰でも対応できるように共有されていて、不安な親も利用 

しやすい環境であると感じた。 

・２０年以上の実績に基づく切れ目のない支援となっている。法人設立前より 

託児所を運営しており長期にわたる子育て事業への自信が見られる。 

・現状の人員体制を踏まえての提案であり、確実に業務の履行が見込まれる。 

 

 （５）選定結果 

    別紙のとおり 
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選定結果 施設名：都城市子育て世代活動支援センター

社会福祉法人
善隣館福祉会

団体Ａ

市の管理方針を認識しているか。

公の施設の設置目的を理解しているか。

申請団体の経営モラルは適切か。

環境に配慮した取り組みをしているか。

利用申込等が平等な利用を確保する提案されているか。

相談や苦情等の対応が提案されているか。

利用者ニーズに基づく利用者増の提案がされているか。

利用者増のための広報・ＰＲ対策を提案しているか。

関係団体や地域住民との連携、交流の提案がされているか。

民間ノウハウを生かした、仕様書にない魅力的な提案はあるか。

利用者サービスの向上について提案がされているか。

施設の維持管理、安全管理を的確に行えるか。

施設の設備、機能等の有効活用について、提案がされているか。

適切な利用料金の提案がされているか。

指定管理料はどれくらい節減が図られているか。

経費節減の考え方について提案されているか。

具体的な管理業務の効率化が提案されているか。

安定した運営が可能な申請団体の財務状況か。

類似施設を良好に運営した実績があるか。

収支計画の積算根拠が明確で、実現可能なものか。

収支計画と事業計画の整合性は図られているか。

組織体制、勤務体制、責任体制が確立されているか。

利用者への指導及び育成支援の提案がされているか。

業務従事者の指導育成、研修体制及び接遇向上のための提案がされている
か。

個人情報保護、情報公開及び労働法令等について十分認識しているか。

地域団体や地域住民等との融合性、高齢者、障がい者雇用への配慮がある
か、利用状況の把握がされているか。

地域雇用の考え方が示されているか。

地域貢献の取り組みが示されているか。

施設管理への意欲・
熱意について

15
提案された書類等から、施設管理、ひいては子育て支援への意欲、まちづく
りへの熱意が感じられるか。

合　計 1400 910 893 200

※提案金額がそのまま指定管理料として決定するものではなく、予算査定等を経て市議会の議決により決定するものです。

審査内容

平等利用 10

利用の促進 25

一人当たり
配点

〈参考〉：提案金額（単位：千円）

140

（令和５年度）

経費節減

人的能力

210
６．その他、公の施設を管理させ
るに当たり必要な基準

385

物的能力

５.地域に貢献する取り組みが確保
されていること

105 66 74 地域貢献

事業計画 15

選定基準 配点 審査項目

１.施設が適切に管理運営され市民
の平等な利用が確保されること

４.事業計画に沿った管理を安定的
に行う物的能力及び人的能力を有
していること

３.経済的な管理運営が図られ、経
費配分が適正であること

２.事業計画の内容が施設の効用を
最大限に発揮するものであること

350

7790

210

管理運営方針等

サービス・利便性の
維持向上

採点結果

46,016

多様なイベント等の開催による子育て支援環境の充実及び中心市街地への賑
わい創出のための提案があるか。

139

223

245

147 147

15

228

232

25

20

30

20

135

25

 

-
1
6
7
-



事業計画書（概要版） 

 

申請団体名     社会福祉法人善隣館福祉会           

希望する施設名   都城市子育て世代活動支援センター       

 

（１）市民の平等な利用に関すること 

◎管理運営方針および経営理念について 

 現代の日本は核家族化が進み世代間のつながりも弱くなっています。スマホ等

で瞬時に大木の情報を得られる便利な社会となりましたが、それと同時のその情

報に惑わされ進むべき道を見失ったりもしています。 

子育て世代活動支援センター（以下、「ぷれぴか」とする）は、これからの社

会を担っていく子ども達が健やかに心豊かに育っていくために、気軽に利用でき

る親子の居場所となることを目指します。 

 

  管理運営方針  

 子どもたちが安心して育まれていることを実感できる場として、また保護者も

子ども同士も子育てを通して多くの出会いの中で安心して子育ての輪を広げる

場所づくりを目指し、以下の運営方針を提案します。 

  １．「ぷれぴか」を子どもたちの心の居場所であり、遊び、学び、育ちあう

交流の場とします。 

  ２．「ぷれぴか」を市内全域に開かれた子育て支援の場とします。 

  ３．「ぷれぴか」の運営を透明性の高いものとし、利用者の声に積極的に傾

聴し、運営努力に反映する場とします。 

   ４．「ぷれぴか」の運営にあたっては、市社会福祉法人立保育園・認定こど

も園園長会(以下、園長会とする)の協力を得ながら、市全体の保育ニー

ズを捉え、的確な対応を積極的に図っていくための情報発信と実践の場

とします。 

 

  経営理念  

 「妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援」を目指して日々の子育て支

援をモットーとして取り組みます。 

１．子育て・親育ちのために様々な行事や子育てに関する各種講座を通して、

育ちあう場・学べる場として支援活動を行い、育児相談や情報提供のでき

る環境を整えます。 

２．各種関係機関との連携を図りながら、世代を超えてともに生き、ともに

育ちあうことのできる環境づくりを目指し、よりよいサービスの提供を行

い利用者の方々をサポートします。 

 

◎環境に配慮した取組について 

 季節によってはエアコンを使用せず施設の窓をあけ自然の風を取り入れて省

エネに努めます。また、清掃をこまめに行い施設内を清潔に保つとともに、清掃
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時には極力薬剤等の使用を控え水質を汚染しないよう心がけます。メダカやエビ

などの小さな生き物たちを観察することで環境保全の大切さを知ったり、おもち

ゃ等の制作に使用する材料も牛乳パックなどの廃材を利用し、身近にあるもので

も楽しく遊べることを伝えていきます。業務の合間を利用して子供用マスクを作

成し市役所の保育課等で配布するなど、市内の子ども達の健康を守る取り組みを

継続していきます。 

 

◎市民の平等利用の確保について 

 多くの方が利用する施設になるので、いくつかの守っていただきたいルール等

があります。初めての利用の際にはぷれぴか全体のエリアについてパンフレット

に沿って説明を行い、施設ごとの説明を必ず行い、不明な点があればいつでも対

応します。その他のお知らせや注意事項は、ぷれぴか内の掲示板等に掲示したり、

市広報や市のホームページ、Mallmall のホームページにて情報を発信し、誰もが

公平によりよく利用できるよう継続していきます。 

 また、子育て世代の保護者や市の保育課と協議の場を設け、多様な意見を運営

に活かせるように努めます。 

 

◎相談や苦情等への対応について 

 「ぷれぴか」への相談・苦情・意見についてはこれを真摯に受け止め、職員が

利用者一人ひとりの心に寄り添い、すみやかに解決できるよう誠意を持って対応

し、職員間でも情報を共有し今後の運営や対応の改善に活かしていきます。また、

苦情処理体制も強化し、苦情について適切かつ迅速に対応し、職員間での共有と

ともに、市への報告も必ず行い状況を伝えていきます。 

  

（２）施設効用の発揮に関すること 

◎利用者からのニーズへの対応について 

 利用者のニーズに応えられるよう普段から利用者の生の声を聞くことを心が

け、アンケートを行います。アンケートの結果、新たに事業に活かせることがあ

れば取り入れたり、改善を必要とすることについては積極的にこれを実施し、利

用者の会話の中で感じたことや親子の状況に応じて必要性を感じたことも職員

間で検討を行い、情報を共有して適切に対応します。 

利便性については、利用頻度の高い遊具や遊びの把握を適宜行い、より多くの

利用者が満足できるよう工夫していきます。 

現代の日本においては孤立化が進み、地域におけるつながりも希薄になり子育

てもしづらい社会となってきています。これからの社会を担う子ども達が健全に

育っていけるよう、また、毎日子育てに奮闘中の方達も心が安らげるように寄り

添いながら子育て支援活動を行っていきます。 

 

◎利用者を増やすための広報・ＰＲ対策について 

 子育て通信「ぷれぴか」に子育て中の親子や妊婦さん向けの行事案内やその他

子育ての情報を掲載し、公共施設や医療機関、近隣の子育て支援センター、スー
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パー等にこれを設置し、周知活動を行います。市の広報やホームページ、Mallmall

のホームページにも掲載します。また、都城の子育て情報を伝えているシティ FM

ラジオに月１回出演し施設の利用を呼びかけたり、ＭＲＴやＵＭＫ等のテレビや

ケーブルテレビ、ＭＲＴラジオ、新聞、県内の情報紙からの取材を受け入れ、利

用を促進するアピールに努めます。 

子育て支援センターの行事案内やその他の情報を掲載した子育て通信「ぷれぴ

か」を２ヶ月ごとに発行します。これを市役所･医療機関･近隣の子育て支援セン

ター･図書館･保健センター･ファミリーサポートセンター・まちなか交流センタ

ー・まちなか交流プラザ･スーパー等に設置、一時預かりのチラシ等も設置して

います。都城市の広報にも活動の一部を掲載したり、都城市や Mallmall のホー

ムページでも毎月の行事や子育て通信「ぷれぴか」、一時預かりについても確認

できるようにします。 

 

◎関係団体や地域住民との連携、交流の方法 

 都城市総合社会福祉センターでの相談支援包括化推進会議での専門機関との

連携や南九州大学の子育て支援事業との連携、近隣の子育て支援センターとの連

携、都城医療センター付属看護学校生の実習受け入れ、宮崎県子育て支援連絡協

議会、都城市要保護児童対策協議会への参加や療育センターとの連携、保健セン

ターのコーディネーターとぷれぴかの子育てコンシェルジュによる連携体制を

強化し、子育て支援の質の向上を目指し共生できるよう努めます。また、都城市

社会福祉法人立保育園・認定こども園園長会とも協力し合い、世代間交流や市内

の保育園・認定こども園(園長会加盟園４３か園)等と共同での各種イベント実施

も予定しています。 

 

◎民間ノウハウを生かした、仕様書にない魅力的な提案について 

 中核施設内の図書館・まちなか交流センター･保健センターや商工会議所等と、

毎月会議を行い調和のとれた連携が続けられ、近隣の商店からの周知依頼も引き

受け地域全体の賑わい創出の相乗効果を目指します。 

 環境に配慮した取組のひとつとして行っている子供用布マスクの作成では、ぷ

れぴかからのメッセージを添えて市役所の保育課で無料配布を続けていきます。 

 ぷれぴかオープン５周年目を迎えるにあたり、中心市街地の各施設で実行委員

を立ち上げて、市の保育課や園長会の協力を頂きながら、以前にも実施して大好

評でした「遊びの広場」を設置して公平かつ安全に利用してもらえる工夫をして

中心市街地を盛り上げていきたいと考えています。また、「遊びの広場」に並行

してパネル展示を行い、子育て情報コーナーを設置したり、相談コーナー・身長

体重測定コーナー・簡単製作コーナー・絵本の読み聞かせ・おもちゃ病院・フリ

ーマーケット等子育てに関するブースを設けて、子育て世代の方が気軽に訪れて

楽しんでもらえるようにしていきたいとも考えています。 

 

◎サービス・利便性の維持向上を図るための方法について 

来館された利用者には、明るい挨拶やその方に適した声かけ(初めての利用の

方・いつも利用されている方・見学希望など)を一人ひとりに行うことを心がけ、

必要な案内や説明を親切丁寧に行い安心して利用いただけるよう、職員間でも一
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貫した対応に努めます。初めての利用者にはスマートフォン等にて会員登録やパ

ンフレット等で利用説明を行い、その際には保護者一人のみ受付に残ってもら

い、お子さんや祖父母等には先に施設を利用しながらお待ちいただいたり、赤ち

ゃんを抱かれたままの登録作業でぐずってしまったりした場合は、子育て支援セ

ンターの保育士が赤ちゃんを預かってスムーズに説明を進められるように配慮

し、常に話しかけやすい雰囲気や素早く対応できるスキルを身につけて、利用者

の要望や依頼などに臨機応変に接していきます。 

 

◎施設の維持管理・安全管理方法について 

 毎日開館前に入館システムの設置･清掃･安全点検を行い、職員全員での朝礼、

各部署内(子育て支援センター・一時預かり･あそび場)での朝礼、複合施設間 

(まちなか交流センター･保健センター)での朝礼を済ませてから利用者の受け入

れを行います。また、新型コロナウィルス感染拡大防止対策として、入館時の検

温･手指消毒を職員･利用者ともに徹底し、室内のおもちゃや遊具の消毒をこまめ

に行い、清潔を保ち利用者が気持ちよく安心安全に過ごせるよう努めます。閉館

後も清掃･安全確認･消耗品等の確認を行い、終礼にて一日の報告を行うなかで危

険箇所や破損箇所等があれば確認し、改善や市への報告を行います。 

 委託業者による施設の保守点検を行い、警備会社との委託契約により 24 時間

の警備も実施します。 

 

◎施設の設備、機能等の有効活用について 

 子育て支援センター(地域子育て支援拠点事業)の室内では、複数の行事を同時

に開催したり、自由あそびと行事を同時に行うことが困難なため、複合施設２階

の多目的室を利用して子育て講座などの行事を開催します。参加者が少人数のと

きは子育て支援センター内の多目的室を利用し、行事によって使い分けて対応し

ます。 

 室内あそび場(プレイルーム)では、保護者とともに利用している子ども達以外

に、団体利用の受け入れも行い、都城市内の幼稚園・保育園・認定こども園・小

規模保育所・認可外保育施設(県に届出済の施設)・児童養護施設・児童発達支援

センター・児童発達支援事業に通っている子ども達が、各施設の引率者とともに

利用できるように対応します。 

 

◎利用料金について 

 利用料については、おもちゃ製作等の実費を除いて地域子育て支援拠点事業と

屋内・屋外遊び場事業は無料となります。一時預かり事業は利用時間に応じた利

用料が発生します。 

 

（３）経済的な管理運営に関すること 

◎経費節減等について 

 施設が３階にあるため、風通しのよい日などはエアコンの利用を控えたり、温

度設定を省エネモードにするなど、利用者が快適に過ごせる状態を保ちつつ節電

に心がけます。製作の際には持ち寄った廃材や身近な素材を使って活用していき

ます。 
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◎具体的な管理業務の効率化について 

 毎日、開館時と閉館後に職員が清掃及び点検を行います。補修箇所を見つけた

際には、管理者に報告し専門業者へ修理を依頼するなどすみやかに対応します。

日々の清掃以外に、清掃業務(ワックス･ガラスクリーニング･害虫防除等)・空調

設備点検業務・自動ドア点検業務・警備業務を専門業者へ委託します。 

 

（４）安定的な施設の管理運営に関すること 

◎施設管理運営のための人員体制等について 

 

 人員配置計画 

   ① 管理者(地域子育て支援拠点事業担当職員を兼務) １名(常勤 １日

８時間 週５日勤務) 

      ② 地域子育て支援拠点事業担当職員 ２名(常勤 １日８時間 週５日勤

務) 

   ③ 地域子育て支援拠点事業担当職員 ３名(非常勤 １日６．５時間  

週３日勤務) 

   ④ 利用者支援担当職員 １名(常勤 １日８時間 週５日勤務) 

   ⑤ 一時預かり事業担当職員 ３名(常勤 １日８時間 週５日勤務) 

   ⑥ 屋内遊び場担当職員 ３名(常勤 １日８時間 週５日勤務) 

   ⑦ 屋外遊び場担当職員 ２名(常勤 １日８時間 週５日勤務) 

 

 責任体制 

      理事長を最高責任者とし、次に管理者、以下は地域子育て支援拠点事業、

一時預かり事業、遊び場事業職員から１名ずつを事業別責任者に指名しま

す。 

 

◎利用者への指導及び育成支援について 

 利用者の育成支援は主に利用者支援担当職員がその任に当たるとともに、子育

て講座等への参加を呼びかけて支援していきます。また講座中は保護者が集中で

きるように必要に応じて託児を行います。各地区の育児サークルの代表者とも連

絡を取り合い、サークル間の交流や支援センターとのつながりを確認し、利用者

がやりがいをもって子育てできるよう支援します。 

 

◎職員の指導育成、研修体制等について 

 職員の育成については、外部より講師を招き利用者への接遇、緊急時の対応、

救急法、個人保護等について学びます。 

 接遇については、利用者への一人ひとりの職員の対応で施設全体の評価が決ま

ってしまうこともあり、定期的な研修やミーティングが必要と考えています。 

 また、複合施設全体で行われる消防訓練が年２回行われており、その際にも防

災について学んでいきます。常に防災･防犯の意識を持って仕事に取り組めるよ

う努めていきます。その他の研修も参加できる体制を整えて職員一人ひとりのス

キルアップを目指します。 
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◎情報保護、情報公開及び労働法令等について 

 個人情報保護については、様々な悩みや家庭環境を持った利用者が訪れること

が予想され、個人情報の管理は極めて重要と考え管理規程を策定し、研修等を通

して職員の教育に努めます。 

 情報公開については、情報公開規程を策定し、個人に関する情報がみだりに公

にされることのないよう最大限の配慮を行います。 

 労働法令についてはこれを遵守し、職員が安心して健康的に業務に邁進できる

よう労働環境の向上に努めます。 

 

◎災害時の対応、連絡体制等について 

 災害等の緊急時においては管理者を災害対策本部長とし、非常ベルを作動させ

各職員が迅速にかつ安全に利用者を退避させます。一時預かり中の乳幼児は、直

ちに保護者へ連絡しお迎えを依頼しますが、場合によっては職員が乳幼児を退避

させます。一時預かり以外の利用者は必ず保護者同伴で、職員が的確に指示をし

ながら退避します。なお、退避の際は階段を使用しエレベーターは使用禁止とし

ます。３階からの階段での退避は時間もかかり、危険も伴うため要所に職員の配

置が必要と考えます。 

 また、不審者の侵入を防ぐため防犯カメラや警察への通報装置を設置し、職員

も防犯講習や不審者対応訓練を行い、事態に備えるように心がけています。 

 災害等による休館や開館時間の変更などのお知らせは、ぷれぴかの会員登録者

へはメールで伝え、都城市や Mallmall のホームページでも公開します。中心市

街地中核施設の駐車場入口や複合施設の入口にもポスターを掲示し、利用者の混

乱を防ぎます。 

 

◎利用状況の把握、地域との融合性、障がい者雇用等の活用策について 

地区社会福祉協議会が実施し、各地区公民館等で活動されている子育てサロン

の団体やＮＰＯ法人で活動されている子育て支援団体・絵本の読み聞かせの団体

等と協力して、子育てのイベントや行事を盛り上げる機会を設けていけたらよい

かと考えます。また、子育て講座等で保護者が学びの機会を持ちたいときに地域

の方や高齢者に託児ボランティアとして協力していただいたり、得意な分野を保

護者に話してもらう場を設けたり、伝承遊びをしていただける場を設けて世代間

の交流や昔の遊びを継承していけるよう努めます。また、地域の学校等からの依

頼を受け入れ、学びや体験の一環として必要な情報を提供するよう努めます。 

 高齢者・障がい者雇用に関しては、お互いの条件の合意の下でできる仕事や得

意分野の仕事を無理なく行える状況で雇用していければ良いかと考えます。 

 

（５）地域の貢献に関すること 

◎地域雇用について 

 できる限り地域の方を優先し、年齢や経験などにはこだわらず、お互い仕事を

通して協力体制を作ったり、思いやりや助け合いの心を持って邁進していけるこ

とが望ましいと考えます。そうすることで利用者にもその心が伝わり、また地域

の人が多く雇用されていることにより、都城圏域以外からの利用者にも都城の良

さを伝えられ、「スマイルシティ都城」のアピールにつながると思います。 
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◎地域貢献に関する具体的な取り組み内容について 

 ぷれぴかにおいては、ポスターやチラシで育児情報および簡単なマップを掲載

し中心市街地における特典情報もこまめに知らせるような掲示ができればと考

えます。 

 また、ぷれぴかの他にも中央通り等の空き店舗を利用して親子連れで楽しめる

施設や、若い人たちが中心となってアイデアを出し合い、若い人たちが地元に定

着するような魅力的なまちづくりを進める必要があると思います。 

 

（６）その他、公の施設を管理するにあたり必要な基準に関すること 

◎賑わい創出策について 

 まちなか広場等でのイベント開催により、ぷれぴかの利用者増加も見込まれる

ので中心市街地を周遊してもらえるよう、ポスターやチラシでイベントの紹介や

子育て情報を手に取りやすく掲示したり、ぷれぴかでの行事がわかりやすいよう

ポスター等を掲示します。 

 開館周年イベントやぷれぴか来館者 50 万人達成イベントなどの開催において

は中心市街地中核施設や市の保育課等と協力して都城市内のみならず県内外か

らの利用者対応できるよう実行委員会を立ち上げて周知運営していきます。その

際には新規の利用者の登録を促す等の努力をしていきます。 

 

（７）公の施設を管理するにあたりアピールしたいこと 

 当法人は都城市からの委託により、既に２０年以上にわたって地域子育て支援

センターを実施･運営してまいりました。平成３０年に「ぷれぴか」の指定管理

者となり４年間運営しています。今までの歴史の積み重ねを通しての経験により

地域子育て支援拠点事業の更なる展開も可能です。前回の公募同様、今回の公募

にあたっては都城市社会福祉法人立保育園･認定こども園園長会も側面から協力

していただけることもあり、より広範な子育て支援体制が整うと自負していま

す。園長会加盟園における利用者を通して情報の拡散も効果が見られており、全

国的に見ても一法人の公募に対してその所属する団体が全面的に協力する体制

は類をみないものであり、ぷれぴかオープンの際には園長会からの協力を頂き、

園長先生や職員の方々に交代で手伝いをもらい無事にオープンイベントを実施

できました。一周年記念のイベントにおいても協力をもらえたことにより周知活

動や当日の運営がスムーズに行え、子育て支援、中心市街地活性化に貢献してき

ました。 

 ぷれぴか運営開始１年目で１０万人、２年目に２０万人、今年４月には３０万

人を達成しました。また、市がいち早く進めているデジタル化の取組に対応し、

スマートフォン等による会員登録もすすめています。システムが整った中で日々

の利用状況の報告や利用者に向けたお知らせ等もスムーズに行えており、これま

で大きな混乱を招くことなく運営を続けてまいりました。 

 新型コロナウィルスに関しては、市内はもとより県内外からも多くの方が来館

されるので、感染拡大防止対策のため、日々の消毒や職員の健康管理に努め、今

まで安全に運営できたことは職員一人ひとりの努力によるものだと自負してお

ります。 

 子育て支援センター内における年間の行事や日々の取組等も利用が定着し、楽

しみながら親子の居場所づくり、出会いの場となっている姿が多く見られます。

相談に関しては、子育てコンシェルジュをはじめ、支援センター職員一人ひとり
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が手厚く支援を行える体制づくりを心がけています。 

 一時預かりも年々周知され、一時預かりシステム「ｃｏｈａｎａ」の導入によ

って安心して利用していただけています。 

 あそび場においても公平な利用方法で利用者へのルールの説明や見守りの甲

斐あって事故や怪我、トラブル等もオープン当初から比べると減少しており、楽

しく安全に利用していただけています。現在はコロナ対策のため人数制限を行っ

ていますが、今後制限が緩和されましたら団体利用の増加も見込め、随時受け入

れを行いつつ全体の利用者増加に努めてまいります。 

 毎年実施しているアンケートでも、清潔さや安全･安心感が得られていること

や職員の好感の持てる対応への記述が多く、ぷれぴかが子育て世代にとって大切

な存在であることを深く受け止め、今後も利用者に寄り添いながらよりよくする

ための努力をいたします。 

令和５年４月２８日には、ぷれぴかオープン５周年目を迎えます。新型コロナウ

ィルスの感染状況にもよりますが、今後の見通しとしては中心市街地の各施設で

実行委員を立ち上げて、市の保育課や園長会の協力を頂きながら、以前にも実施

して大好評でした「遊びの広場」を設置して公平かつ安全に利用してもらえる工

夫をして中心市街地を盛り上げていきたいと考えています。 

 また、「遊びの広場」に並行してパネル展示を行い、子育て情報コーナーを設

置したり、相談コーナー・身長体重測定コーナー・簡単製作コーナー・絵本の読

み聞かせ・おもちゃ病院・フリーマーケット等子育てに関するブースを設けて、

子育て世代の方が気軽に訪れて楽しんでもらえるようにしていきたいとも考え

ています。 

 新聞･ラジオ･チラシ等で周知を行い、都城市内だけではなく県内外からも来て

いただいて賑わい創出事業としても中心市街地活性化に貢献してまいりたいと

思っています。その際に、ぷれぴかを利用したことのない方にはパンフレット等

を配布し、新規登録を促してぷれぴかを知っていただくとともに利用の促進に努

めてまいります。 

 あと数年でぷれぴか来館者５０万人達成が見込まれます。達成の折には市の協

力を頂きながら記念のセレモニーを開催し、各メディアにもお伝えして取材や報

道を通して 50 万人達成を祝い、さらなるぷれぴかの存在アピールに努め、多く

の利用者の方々に対応できる体制づくりに力を入れていきたいと思います。 

  もし今回も当法人が指定管理者に選出された際には、今まで積み上げてきた歴

史の重みや、ここまで関わってくださった方々への感謝の意と、その心を繋いで

いくことへの責任を真摯に受け止めて、「こども」を中心とした子育て支援を行

っていきます。 

 近年はコロナ禍ということもあり、以前にも増して人と人とのつながりや関わ

りが減り、孤独な中での子育てが、今後子ども達に心理的影響を与えるのではな

いかと危惧しています。そのため、ぷれぴかで少しでも人とのつながりが作れる

ように最大限の努力をして、親子の居場所と出会いの場を提供していきたいと思

います。子育ての悩みや不安を抱えている方々にも寄り添いながら、やがては笑

顔になっていただけるような支援体制を整えて、ぷれぴかに来ることで子育てを

楽しめる働きかけを行っていきたいと思います。 

 今後は都城市外からの利用者も増加するかと思いますが、都城での子育て環境

を感じ取ってもらい、この地で子育てをしたいと思ってもらえたり、もう一人子

どもを産み育てたいと思ってもらえたなら、少しでも脱少子化に貢献できるでの

はないかと考えます。 
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 この地で育った子ども達がさらに都城を盛り上げ次の世代へとつないで都城

に定住してもらえればまた、妊娠期から子育て期の切れ目ない支援として「ぷれ

ぴか」の存在の意味が見いだせると思います。それを目指して次の５年間でさら

に各関係機関との連携を強化しながら子育て支援を行い、中心市街地の各施設・

市役所等とともに都城市の中心市街地活性化に貢献し、よりよい運営に努めてま

いりたいと思っています。 
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   商工観光部 商工政策課 

 

都城市未来創造ステーション外４施設指定管理者候補者選定の概要 

 

 都城市未来創造ステーション外４施設の指定管理者については、次のとおり候補と

なる団体を非公募により選定しました。 

 なお、選定された団体を指定管理者とする議案が、令和４年１２月議会で可決され

た場合には、同団体が指定管理者として、本施設の管理運営に当たることとなります。 

 

１．指定管理者候補者の概要 

 （１）団体の名称 

    都城まちづくり株式会社 

 （２）代表者名 

    代表取締役 渡邊 一生 

 （３）所在地 

    都城市蔵原町１１街区２５号 

 （４）設立年月日 

    平成６年４月１日 

 （５）従業員数 

    ５６人 

 （６）業務内容 

    ①商業施設及び商業基盤施設等、中心市街地の活性化に寄与する施設の建設、

管理、運営 

    ②不動産の管理、運用、賃貸 

    ③空地・空店舗の先行取得及び譲渡 

    ④カルチャー・スポーツクラブ等の経営 

    ⑤駐車場の管理、運営に関する受託業務 

    ⑥市場調査、広告・宣伝、研修等商店街振興に関する情報収集、処理及び提

供サービス 

    ⑦地域情報発信及び提供業務 

    ⑧店舗の販売促進に関する企画、調査、研究及び指導 

    ⑨講習会、音楽会、商店街イベント等の企画実施、企画指導及び技術の提供 他 

２．指定期間 

  令和５年４月１日 ～ 令和７年３月３１日（２年間） 

 

３．施設及び業務の概要 

 （１）施設概要 

施設名及び所在地 施設規模等 
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都城市未来創造ステーション 

（都城市中町１６街区１５号） 

延床面積：９８１．６３㎡ 

Ｓ造３階建ての２階 

都城市まちなか広場 

（都城市中町１７街区１９号） 

延床面積：５９９．９０㎡ 

Ｓ造平屋建て 

都城市まちなか交流センター 

（都城市中町１７街区１９号） 

延床面積：１７３８．４８㎡ 

ＲＣ造３階建ての１，２階及び共用部 

都城市中央バス待合所 

（都城市中町１７街区１９号） 

延床面積：４１．７２㎡ 

ＲＣ造３階建ての１階 

都城市中心市街地中核施設附帯駐車場 

（都城市中町１５街区１６号） 

延床面積：５，９７８．９５㎡ 

Ｓ造５階建て 

 

 （２）業務概要 

   ①施設の運営に関すること 

   ②維持管理に関すること 

   ③施設の安全管理に関すること 

   ④業務報告 

 

４．事業計画の概要 

  事業計画書概要版のとおり 

 

５．選定結果 

 （１）非公募により候補者を選定した理由 

   都城市未来創造ステーション外４施設は、単なる施設管理面に留まらず、まち

なか広場等での賑わい創出事業も指定管理の要件としていることから、まちなか

の賑わい創出のための持続的な事業展開や人材育成が必要となり、その点を踏ま

えた安定的な指定管理者の選定が不可欠となることから、非公募により候補者を

選定しました。 

 

 （２）申請書類の審査結果 

  ①市民の平等な利用の確保について 

   ・市の管理運営方針、設置目的をよく把握しており、ウエルネス交流プラザや

隣接するウエルネスパーキング（以下、「交流プラザ等」という）を市民が

安定して利用できるよう管理してきた実績がある。 

   ・利用者からの相談や苦情等を整理し情報共有がなされ、適切な対応ができる

ような体制づくりが構築されており、平等な利用の確保が期待できる。 

   ・窓口・FAX・WEB といった多様な施設予約の手段を整備することで利用機会の

均一化を図っている。 
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  ②施設の効用の最大限の発揮について 

   ・利用促進のための具体的な提案がある。 

   ・中心市街地にある中核施設及び周辺施設の一体的管理により、効率的・効果

的な管理運営が期待できる。 

   ・利用者の意見を聞くことで、利便性の向上につなげ、多様な意見にも臨機応

変に対応した実績がある。また、多様な意見を PDCA サイクルに取込み、継

続的な業務改善に努めている。 

   ・新型コロナウイルス感染症のレベルリスクに応じた対策を講じながら、施設

利用の増進を図っている。 

 

  ③経済的な管理運営と適正な経費配分について 

   ・交流プラザ等も含めて一体的な管理運営を行うことで、効率的・効果的な管

理運営が期待できる。 

   ・施設・設備を資産として捉え、その損傷・劣化等を将来にわたり予測し、功

利的かつ効果的な維持管理計画の策定に向けた取組が期待できる。 

 

  ④安定的に行う物的能力及び人的能力 

   ・交流プラザ等の管理実績があり、事業計画に沿った安定的管理が期待できる。 

   ・人員体制が整っており、資格取得支援・研修体制等を行った実績があり、職

員の能力向上に意欲的に取り組んでいる。 

   ・収支計画の積算根拠が明確で、適切である。 

 

  ⑤地域に貢献する取組の確保について 

   ・今まで実施したイベント等を通じて、多くの市民・団体との協働ネットワー

クを構築しており、中心市街地の活性化に大きく関与した実績がある。今後

は、周辺商業施設との連携による相乗効果により、回遊性向上につながり、

賑わいの創出が期待できる。 

   ・起業支援や創業支援などのイベントを企画しており、中心市街地における雇

用創出等に寄与している実績がある。 

 

  ⑥その他、公の施設を管理させるに当たり必要な基準について 

   ・多様かつ優れたイベントを企画・実行するとともに、魅力ある新たな提案が

なされている。 

   ・中心市街地の発展はもとより、周辺の商業施設への波及効果を含んだ企画・

実行が期待できる。 
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